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市
民
公
益
活
動
が
あ
な
た
の
人
生
を
豊
か
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
行
事
な
ど
に
参
加

し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
そ
の
活
動
を
終
え
た

と
き
、
き
っ
と
す
が
す
が
し
い
気
分
に
な
っ
た

経
験
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
民
公
益
活
動
は
、
私
た
ち
が
漠
然
と
持
っ

て
い
る
「
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
」「
地
域
や

社
会
へ
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
意
思
を
実
践
で

き
る
、
絶
好
の
場
と
な
り
ま
す
。

そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
職
場
や
家
庭
と
は

違
っ
た
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

日
常
生
活
に
張
り
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
生
き
が

い
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
を
行
う
こ
と
で
顔
見
知
り
が
増
え
、
多
く

の
人
々
と
交
流
で
き
る
こ
と
か
ら
、
薄
れ
つ
つ

あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
市
民
公
益
活
動
は
、
皆
さ
ん
が
人

生
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
〝味
付
け
〞
で
あ
る

と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
あ
な
た
も

ぜ
ひ
、
市
民
公
益
活
動
を
始
め
て
、
今
よ
り

〝ち
ょ
っ
と
だ
け
〞
人
生
を
豊
か
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

サ
ポ
セ
ン
で
は
、
市
民
公
益
活
動
に
関
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
※
開
所

時
間
は
月
・
火
・
木
〜
土
曜
日
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
の
休
館
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
地
域
づ
く
り
支
援
課
協
働

推
進
担
当
（
内
線
２
５
３
）、
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
８
―
８
６
１
６

市
民
公
益
活
動
の
役
割
と
は

こ
れ
ま
で
、
社
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
き
た
の
は
行
政
や
企
業
が
中
心
で
し

た
が
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
市
民
の
求
め

る
サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
市
民

公
益
活
動
団
体
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

現
在
で
は
、
福
祉
や
教
育
、
環
境
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
・
芸
術
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
、
互
い
に
、
あ

る
い
は
行
政
や
企
業
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
活
躍
し
て
い

ま
す
。

ど
ん
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
の

現
在
、
市
内
に
は
32
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
16
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
計
48
団
体
が
あ
り
ま

す
。
行
田
の
観
光
資
源
を
生
か
し
市
内
外
に
行

田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
や
、
昔
な
が
ら
の

自
然
や
遊
び
を
継
承
す
る
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
の
も
と
、
多
彩
な
市
民
公
益
活
動
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

※ 
市
民
公
益
活
動
を
行
う
主
な
団
体
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
組
織
）
が
あ
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
）
と
は
、
法
人
格
を
取
得
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

こ
と
で
す
。

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
の
市
民
公
益
活
動
を
支
援
し
て
い
る

の
が
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
通

称
：
サ
ポ
セ
ン
）
で
す
。
昨
年
の
10
月
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
内
に
開
設
し

て
か
ら
、
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
少

し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
、
市
内
に
市
民
公
益
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

皆さんは普段、仕事や学業以外に、何か趣味やスポーツなどの活動をしていますか。同じ趣味や
目的を持つ仲間同士で行う活動は、サークル活動や市民活動などと呼ばれますが、市民や社会全
般の利益の増進を図ることを目的とし、営利を目的としない活動は「市民公益活動」と呼ばれていま
す。今月は、人や地域、まちを元気にする市民公益活動について紹介します。

11月12・13日に開催された
「みずしろフェスタ」での活動発表の様子サポセン職員が皆さんの活動をサポートします

菅井幸子さん
（特定非営利活動法人ぎょう
だ足袋蔵ネットワーク所属）

市民公益活動は
特別なことじゃない

ご当地グルメでまちおこしをしている団体
に触発され、私もゼリーフライの魅力で行
田に人を呼び込みたいと思い活動を始めまし
た。Ｂ―１グランプリをはじめとしたご当地グ
ルメイベントへの出展の他、子供たちを対象
とした出前教室も積極的に開催しています。
活動の中でも、初めて出展する土地で、イ
ベントの開始前からゼリーフライを食べるた
めに並んでくれている姿を見ると、うれしさ
とやりがいを感じます。
市民公益活動には、自分たちの力でまち

を元気にしていくことができる強みがありま
す。市民１人１人が自分たちの力でまちを動
かしていって欲しいです。

大好きな行田の古くからの街並みが少しず
つ姿を消していくことに寂しさを感じていた
頃、ぎょうだ足袋蔵ネットワークに偶然出会
い、活動を始めました。私たちは足袋蔵の
保存と活用に取り組んでいて、蔵を活用した
い方に情報を提供したり、蔵のリフォームの
アドバイスをしたりしています。お店や博物
館などに蔵が利用されることで古い建物が再
注目され、行田のまちを好きな人が増えてく
れればうれしいです。
市民公益活動は特別なことではなく、自分

たちのまちをより楽しく、人に話したくなるよ
うなすてきなまちにしていくことのできる活
動だと思います。

松井秀二郎さん
（行田ゼリーフライ研究会会長）

自分たちの力で
まちを元気に

市民公益活動をしている方へ
インタビュー 市民公益活動 でひと・地域・まちを元気に

あなたも  ちょっとだけ  人生を 豊かにしてみませんか

ジ
ャ
ン
プ

活
動
を
も
っ
と
広
げ
た
い
、
市
や

県
な
ど
の
補
助
金
の
情
報
を
得
た

い 

な
ど

ス
テ
ッ
プ

自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
ほ

し
い
、
他
の
活
動
団
体
と
交
流

し
た
い 

な
ど

ホ
ッ
プ

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
た

い
、
今
あ
る
活
動
団
体
に
参

加
し
て
み
た
い 

な
ど

どうぞお気軽に立ち寄り
活動の場としてご活用ください
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自
治
会 

富
士
山
西
自
治
会

　
　
同 

富
士
山
東
自
治
会

　
　
同 

六
ツ
門
自
治
会

統
計
調
査
員 

栗
原　
弘
次

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
長 

瀧
口　
節
子

保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

地
区
衛
生
協
力
会
長　
　
　
　
　
加
藤　
一
夫

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

民
生
児
童
委
員 

井
桁　
宏
治

　
　
同 

和
泉
み
ち
子

　
　
同 

伊
藤　
直
美

　
　
同 

内
山　
幹
夫

　
　
同 

大
木　
庸
子

　
　
同 

大
谷　
春
美

　
　
同 

加
相　
和
子

　
　
同 

北
川　
　
捷

　
　
同 

久
米
美
千
代

　
　
同 

倉
林
き
く
恵

　
　
同 

田
島　
　
晃

　
　
同 

中
村　
晴
雄

　
　
同 

中
川
由
美
子

　
　
同 

中
島　
伸
浩

　
　
同 

根
岸　
君
枝

　
　
同 

根
岸
ひ
さ
子

　
　
同 

半
田　
富
男

　
　
同 

細
井　
一
江

　
　
同 

丸
橋　
悦
子

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

今
村　
清
海

　
　
同 

神
田　
恭
宏

　
　
同 

野
口　
忠
次

表
彰
状
の
贈
呈
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

行
政
委
員
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

農
業
委
員
会
委
員 

秋
山　
量
一

　
　
同 

鈴
木　
聖
司

元
公
平
委
員
会
委
員 

岡
村　
要
次

附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

交
通
指
導
員 

小
池　
隆
章

　
　
同 

長
瀬　
栄
子

消
費
生
活
相
談
員 

金
木　
長
子

元
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員 

市
橋　
佑
介

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員 

坂
本　
邦
孝

　
　
同 

宮
田　
　
隆

公
民
館
長 

島
田　
英
男

　
　
同 

鈴
木　
貞
一

　
　
同 

根
岸　
　
忍

　
　
同 

長
谷
川
盛
雄

　
　
同 

松
岡　
　
隆

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

横
山　
晋
一

市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員 

根
岸　
茂
夫

市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
お
よ
び
団
体

元
自
治
会
長 

岡
田　
則
之

自
治
会
長 

芹
澤　
幹
夫

　
　
同 

橋
本　
政
彦

　
　
同 

早
坂　
好
一

自
治
会 

荒
木
団
地
自
治
会

　
　
同 

皿
尾
自
治
会

　
　
同 

須
加
第
七
区
自
治
会

　
　
同 

第
三
谷
郷
自
治
会

　
　
同 

深
水
町
自
治
会

　11月3日、「市制施行67周年・文化の日記念式典」が「みらい」文化ホールで開催されました。今年の式
典では、53人、10団体が表彰され、工藤市長から表彰状と記念品が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。

①式辞を述べる工藤市長
②③ 行田アンサンブル協会の皆さんに
よるオープニングコンサート

④行田市歌を斉唱する来場者
⑤表彰を受ける栗原弘次さん
⑥ 受賞者を代表して謝辞を述べる
　大谷春美さん

老
人
ク
ラ
ブ
会
長 

野
本　
祐
子

　
　
同 

松
村　
　
登

　
　
同 

宮
下　
純
一

　
　
同 

渡
邉　
邦
道

教
育
・
文
化
お
よ
び
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
方
お
よ
び
団
体

地
区
体
育
協
会 

忍
地
区
体
育
協
会

地
区
体
育
協
会
会
長 

谷
口　
允
良

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長 

齋
藤　
和
夫

公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
お

よ
び
団
体

 

関
口　
晋
一

 

中
村　
雄
幸

 

行
田
市
防
火
安
全
協
会

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
法
規
担
当
（
内

線
２
１
６・２
１
７
）

市制施行67周年・
文化の日記念式典
を開催しました②

④

③

⑤

⑥

優
良
産
業
従
業
員
を
表
彰
し
ま
し
た

　
11
月
21
日
、
市
役
所
で
平
成
28
年
度
行
田
市

優
良
産
業
従
業
員
表
彰
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
式
典
は
、
本
市
の
産
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
し
た
優
良
産
業
従
業
員
を
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
今
年
は
、
同
一
事
業
所
に
30
年
以
上

勤
務
さ
れ
て
い
る
次
の
永
年
勤
続
者
21
人
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
順
不
同
、
敬
省
略
）

大
野
建
設
株
式
会
社 
金
澤　
正
久

小
川
工
業
株
式
会
社 
秋
山　
　
忠

 

利
根
川
明
彦

 

永
島　
清
隆

 

石
川　
　
晃

 

沼
上　
修
二

株
式
会
社
清
水
ア
ー
ネ
ッ
ト　

 

渡
辺　
松
雄

株
式
会
社
東
京
軽
合
金
製
作
所　

 

加
賀
谷
聖
紀

 

梶
山　
昭
生

 

河
田　
高
弘

 

斉
藤　
　
登

 

島
田　
和
也

 

髙
澤　
達
也

 

茂
木　
保
志

 

中
村　
千
栄

 

峯　
　
勝
彦

 

山
下　
和
秀

株
式
会
社
ナ
ス
タ
行
田
工
場　

 

稲
村　
裕
之

 

小
川　
隆
幸

明
和
グ
ラ
ビ
ア
株
式
会
社
行
田
工
場　

 

斉
藤　
賢
一

 

井
桁　
伸
浩

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産
業
振
興

担
当
（
内
線
３
８
３
）

①

優良産業従業員として表彰された皆さん
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　安心・安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、市
民の皆さんと共に一年の安全を願い、防火防災思想の普
及と消防職団員の結束を図ることを目的として行田市消
防出初式を実施します。
▶日    時　平成29年1月7日㈯正午開始
▶場所・内容　
　【産業文化会館前・市役所玄関前】
　開会式、消防職団員による各種訓練
　【水城公園】
　消防車および防災ヘリコプターによる一斉放水
▶そ の 他　
　・ 当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行します

ので、火災と間違わないようご注意ください。
　・ 通行止め時間帯は、付近の公共施設の駐車場は利用

できません。
　・ 午後2時30分ごろから

3時15分ごろにかけて、
水城公園で一斉放水を行
います。付近にお住まい
の方は洗濯物などに水が
かからないようご注意く
ださい。

▶ 問い合わせ　消防本部総務課
☎550―2120

　10月28日に友好都市である桑名市および白河
市と「ふるさと応援寄附に関する友好都市連携協
定」を締結し、調印式を行いました。この協定は、
ふるさと応援寄附を通して友好都市の地域産業の
発展および地域交流の活性化に寄与することを目
的に締結したものです。これにより、ふるさと納
税ポータルサイト「ふるさとチョイス」の各市の
ページに、友好都市の記念品（３市に共通する米と
酒に限定）が新たに追加されました。本市のページ
からは、桑名市と白河市の記念品合計９品の申し
込みを行うことができます。
▶ 申し込み　ふるさと納税ポータルサイト「ふるさ
とチョイス」で申請もしくは企画政策課で配布す
る寄附申出書（市ホームページからダウンロード
可）に記入の上、持参、郵便、FAX、Eメールの
いずれかの方法で同課へ申し込みください。【持
参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行
田市企画政策課【FAX】553―1355【Eメール】
furusato@city.gyoda.lg.jp
▶ そ の 他　記念品の詳細は、ふるさとチョイス
または市ホームページからご確認ください。
▶問い合わせ　同課企画政策担当（内線309）

秋
の
叙
勲

　
こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
岩
田
讓
啓
氏
が

旭
日
双
光
章
、
山
岸
敏
秀
氏
が
瑞
宝
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
業

務
従
事
者
と
し
て
小
金
沢
清
氏
が
瑞
宝
双

光
章
に
輝
き
ま
し
た
。

小金沢　清 氏
（71歳・持田）
元県警視

瑞宝双光章

山岸　敏秀 氏
（68歳・城西）
元行田市消防団長

瑞宝単光章

岩田　讓啓 氏
（78歳・皿尾）
元行田市議

旭日双光章

平成29年消防出初式 「ふるさと応援寄附に関する
友好都市連携協定」を

締結しました
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行田
市役所

コミュニティセンター
みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

協定に調印した工藤市長（中央）と
伊藤桑名市長（左）と鈴木白河市長（右）

平成28年の出初式の様子

市役所・南河原支所
12月29日（木）～１月３日（火）
※ 1月1日(日)の日曜開庁は休業となりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　企画政策課(内線309・311)
　　　　　　南河原支所 ☎557－0001

総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12月29日（木）～1月3日（火）
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12月29日（木）～1月3日（火）
機能回復訓練（訓練室） 12月29日（木）～1月3日（火）
機能回復訓練（プール） 12月26日（月）～1月7日（土）

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557－5400

福祉関係の施設
老人福祉センター「大堰永寿荘」 12月29日（木）～1月3日（火）
老人福祉センター「南河原荘」 12月29日（木）～1月3日（火）
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 12月29日（木）～1月3日（火）
児 童 セ ン タ ー 12月28日（水）～1月4日（水）
学 童 保 育 室 12月28日（水）～1月4日（水）
き っ ず プ ラ ザ あ お い 12月29日（木）～1月3日（火）

▶問い合わせ　老人福祉センター「大堰永寿荘」☎557－2486
　　　　　　老人福祉センター「南河原荘」☎557－2105
　　　　　　障害者福祉センター ☎553－2181
　　　　　　児童センター ☎554－5706
　　　　　　学童保育室は子ども未来課へ（内線262）
　　　　　　きっずプラザ あおい ☎553－5701

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館 12月29日（木）～1月3日（火）
図 書 館 12月28日（水）～1月3日（火）
教 育 研 修 セ ン タ ー 12月29日（木）～1月3日（火）
郷 土 博 物 館 12月28日（水）～1月3日（火）
地 域 公 民 館 12月29日（木）～1月3日（火）

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556－2649
　　　　　　　図書館 ☎556－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554－5911

スポーツ関係の施設
総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

12月29日（木）
　　～1月3日（火）

市 民 プ ー ル（ 会 議 室 を 含 む ） 12月24日（土）
　　～1月7日（土）

▶問い合わせ　行田グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンターみずしろ

12月28日（水）～1月4日（水）コミュニティセンター南河原
婦 人 ホ ー ム

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線253）

その他の施設
産 業 文 化 会 館 12月29日（木）～ 1月3日（火）
は に わ の 館 12月29日（木）～ 1月3日（火）
シルバー人材センター 12月29日（木）～ 1月3日（火）

古 代 蓮 会 館
12月26日（月）～ 1月3日（火）
※１月１日（日）は迎春企画のため午前６時から
　９時まで特別開館

古 代 蓮 の 里 売 店 12月26日（月）～ 1月4日（水）
古 代 蓮 の 里 う ど ん 店 12月26日（月）～ 1月4日（水）

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎55９－4599
　　　　　　　行田市シルバー人材センター☎556－5221
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559－0770

斎場
12月
29日
（木）

12月
30日
（金）

12月
31日
（土）

1月
1日
（日）

1月
2日
（月）

1月
3日
（火）

火葬 ○ ○ × × × ○

式
場

告別式 ○ ○ × × × ×

通夜 ○ × × × × ○

※○印は行う業務、×印は休業となる業務
※年末・年始の霊安室は利用不可
▶問い合わせ　市民課（内線242）

市内循環バス
運 休 期 間 12月29日（木）～1月3日（火）

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線252）

水道業務
休 業 期 間 12月29日（木）～1月3日（火）

▶問い合わせ　水道課 ☎553－0131

環境課関係の業務

可 燃 ご み
12月29日（木）～1月3日（火）
※12月30日（金）は全地区臨時収集
　します。

不 燃 ご み
12月29日（木）～1月3日（火）
※12月30日（金）は全地区臨時収集
　します。

粗大ごみ・有害
ご み・ 資 源 物 12月29日（木）～1月3日（火）

※ごみ収集日は地区により異なるのでご注意ください。
※ 小針クリーンセンターおよび粗大ごみ処理場への直接搬
入は、12月29日（木）～１月３日（火）は不可
※ 必ず収集日当日の午前8時30分までに集積所へ出してく
ださい。
▶問い合わせ　環境課 ☎556－9530

V I V A ぎ ょ う だ 12月29日（木）～1月3日（火）

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ ☎556－9301

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー

12月29日（木）～1月3日（火）
観 光 案 内 所
バスターミナル観光案内所
ぶ ら っ と ♪ ぎ ょ う だ

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）
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ご参加ください「市政懇談会」

行田市補助金等調査委員会の答申書について市で使用する封筒に広告を
掲載する事業者を募集します

　市民の皆さんの声を聴き、市政について意見交換を行う
「市政懇談会」を開催します。次の地区を対象に懇談会を開
催しますので、ぜひご参加ください。
▶開催日時・場所　
　【下忍地区】 12月20日㈫午後7時～ 8時30分・下忍公民館
　【太田地区】 平成29年1月13日㈮午前10時～11時30分・

太田公民館
▶対 象　当該地区に住んでいる方
▶そ の 他　 申し込みは不要です。直接会場にお越しくだ

さい。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　11月17日、行田市補助金等調査委員会（秋山義継会長）
の委員らが市役所を訪れ、工藤市長に答申書を手渡しまし
た。
　同委員会は、平成26年度に策定された「行財政改革指針」
および「行財政改革プログラム」に基づき、市が交付する
補助金等の見直しを図るため、平成27年6月に設置されま
した。答申書には、全10回の会議を通して委員会が補助金
等の必要性や妥当性、費用対効果などさまざまな視点から
検討を行った結果が反映されています。
　市では、今後答申書の意見を参考にしながら、公平・公
正で透明性の高い補助金等の交付のために検討を重ねてい
きます。
▶問い合わせ　財政課財政担当（内線325）

　主に市内へ郵送する封筒に有料広告を掲載
する事業者を募集します。
▶封筒の規格　長形３号封筒
▶広告掲載場所　裏面
▶募集広告枠数　２枠
▶ 広告枠の大きさ　縦50ミリメートル×横
80ミリメートル
▶広告料金　１枠当たり30,000円
▶印刷枚数　30,000枚
▶ 掲載要件　市内に本・支店あるいは営業所、
または住所のある事業者
　※ 市内在住であっても市外に有する営業所

や店舗などの広告は掲載できません。
▶募集期間　平成29年１月10日㈫まで
▶申込方法　契約検査課で配布する申込書
　 （市ホームページからダウンロード可）に広
告の原稿を添えて直接同課へ申し込みくだ
さい。
▶問い合わせ　同課契約担当（内線213）

　人事公平制度の確
立に貢献し、その功
績が顕著な者として
岡村要次氏（真名板）
が全国公平委員会連
合会から表彰されま
した。

▶ 問い合わせ　公平委員会事務局（監査委員
事務局内・内線324）

全国公平委員会連合会から
表彰されました

競技種目 対　　象 スタート時間 参加料 定　員

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時10分

3,500円
高校生
1,500円

2,000人

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部

女子50歳以上の部

10km

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分 1,000人

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部

女子50歳以上の部

 5km

男子39歳以下の部（高校生含む） 

午前9時20分

3,500円
高校生
1,500円

中学生
500円

なし

男子40歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

男子中学生の部

女子中学生の部

 1km

小学6年生男子の部

午前8時50分

500円 なし

小学5年生男子の部

小学4年生男子の部

小学6年生女子の部

午前9時
小学5年生女子の部

小学4年生女子の部

ジョギング

陸王杯第33回行田市鉄剣マラソン大会参加者募集
　古代蓮の里公園を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで
開催します。
　また、ゲストランナーにスポーツジャーナリスト増田明美さ
んを迎える他、さまざまな企画を用意しています。

▶日 時　平成29年4月2日㈰※雨天決行
　　　　　　午前8時10分開会式
▶場 所　古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回コース
▶競技種目など　

▶申込方法
【振替用紙】所定の「払込取扱票」に全て記入の上、
最寄りのゆうちょ銀行・郵便局で参加料を添えて
申し込みください(必ず1人1枚使用してください)。
※ 振込手数料として130円(ATMの場合は80円)
が掛かります。

【インターネット】パソコンまたは携帯電話から
大会ホームページ(http://tekken-marathon.
jp/)にアクセスし、大会エントリーページの指示
に従って申し込みください。参
加料などの支払い方法は、ホー
ムページに記載しています。な
お、エントリーには別途手数料
が掛かります（4,000円まで
205円、4,001円以上5.15％）。
※ 定員になり次第、申し込みを
締め切ります。

▶申込締切
　【振替用紙】12月16日㈮まで※当日消印有効
　【インターネット】平成29年1月27日㈮まで
▶注意事項
　・大会当日の参加申し込みはできません。
　・ 参加申し込み者に対し、計測チップ・ナンバー

カードなどを事前送付します。
　・ 駐車場はありませんので、JR行田駅または総合

公園からの送迎バスをご利用ください。
▶主 催　行田市体育協会
▶ 共 催　行田市、行田市教育委員会、（公財）
行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当☎556―8336

※ 区分は大会日を基準とする。ただし、小・中学生、高校生はそ
れぞれ進級学年とする。
　 例開催日現在、卒業式を終えた小学6年生の児童は中学1年生
とする。

▶ 制限時間　ハーフマラソンの部は2時間30分、10キロメート
ルの部は1時間30分、5キロメートルの部は40分（いずれもゴー
ル地点）
　※ ハーフマラソンの部は、9キロメートル地点（スタートから1

時間5分）、16キロメートル地点（スタートから1時間55分）
で通過制限時間を設定します。制限時間後は、交通規制を解
除するため、レースの継続はできません。

▶ 表 彰　各部門1位～ 5位に賞状、賞品（ジョギングの部を
除く）※完走者には、完走記録証を即日発行します。

（　　　     ）

（　　　     ）
（　　　  ）

携帯電話で二次元
バーコードを読み取
り、大会ホームページ
にアクセスできます。

人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
私
た
ち
の
基
本
的
人
権
の
擁
護
や
自
由

人
権
思
想
の
普
及
な
ど
の
た
め
に
活
動
し

て
い
る
人
権
擁
護
委
員
の
松
田
重
俊
氏

（
埼
玉
）、
松
井
愛
子
氏
（
荒
木
）、
片
桐

雅
章
氏
（
城
西
）
は
、
９
月
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日
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て
任
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と
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ま
し
た
が
、
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き
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き
人
権
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れ
ま
し
た
。

　
人
権
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護
委
員
の
任
期
は
３
年
で
、
10

月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
人
権
推
進
課
人
権
同
和

対
策
担
当
（
内
線
２
２
１
）

片桐　雅章 氏 松井　愛子 氏 松田　重俊 氏

岡村　要次 氏

工藤市長に答申書を手渡した行田市補助金等調査委員会
の皆さん
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みんなで徹底！三ない運動  贈らない・求めない・受け取らない

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選挙区内の
人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や
贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家と有権者のクリーンな関係を保ち、寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現し
ましょう。

①政治家の寄附の禁止
　 　政治家が選挙区内にある者に対して寄附をすることは、その時期や名義のいかんに関わら
ず、罰則をもって禁止されています。また、政治家以外の者が政治家名義の寄附をすること
も罰則をもって禁止されています。
　※ 政党その他の政治団体またはその支部や親族に対する物および政治教育集会に関する必要
やむを得ない実費の補償は、禁止の対象から除かれます（政治教育集会に関する実費の補
償のうち、食事や食事料の提供は禁止され、罰則の対象となります）。

　※ 政治家本人が自ら出席する結婚披露宴における祝儀、葬式や通夜における香典は違法です
が、罰則の対象からは除かれています（選挙に関してなされた場合や、通常一般の社交の
程度を超えている場合は処罰されます）。

②政治家に対する寄附の勧誘･要求の禁止
　 　政治家に対して寄附をするよう勧誘や要求をすることは禁止されています。また、政治家
名義の寄附を求めることも禁止されています。
③政治家の関係団体の寄附の禁止
　 　政治家が構成員などになっている団体や会社が、選挙区内にある者に対して、政治家の氏
名を表示したり、氏名が類推されるような方法で寄附をしたりすることは禁止されています。
　※政党その他の政治団体またはその支部に対するものは除かれます。
④後援団体の寄附の禁止
　 　後援団体（いわゆる後援会）が、選挙区内にある者に対して、花輪、供花、香典、祝儀、
これらに類するものを出したり、後援団体の設立目的により行われる行事や事業に関する寄
附以外の寄附をしたりすると、その時期や名義のいかんに関わらず処罰されます。
⑤年賀状などのあいさつ状の禁止
　 　政治家は、選挙区内にある者に対して、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状・暑
中見舞状などの時候のあいさつ状（電報なども含む）を出すことは禁止されています。
⑥あいさつを目的とする有料広告の禁止
　 　政治家や後援団体が、選挙区内にある者に対して、主としてあいさつを目的とする有料の
広告を新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、インターネットなどに出すと処罰されます。政治家や
後援団体に対し、あいさつを目的とする有料広告を求めることも禁止されています。

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

明るい選挙啓発ポスター入選作品を紹介します

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰を
受賞しました

事業主の方へ
給与支払報告書の提出をお忘れなく

　このほど、行田市明るい選挙推進協議会と行
田市選挙管理委員会が主催する「明るい選挙啓
発ポスターコンクール」に、小学生の部183点、
中学生の部63点、合計246点の応募がありまし
た。審査の結果、小学生の部5点、中学生の部2点、
合計7点が入選（金賞）作品として選ばれました。
　なお、入選作品は次のとおりです。

小学生の部 中学生の部

南小学校6年
河野　蒼真さん

南小学校6年
久米　悠斗さん

須加小学校6年
大沢　美結さん

太田西小学校4年
金子　由奈さん

須加小学校6年
松田　一花さん

太田中学校2年
菅原　アンナさん

長野中学校3年
増田　紗也さん

▶期 間　平成29年1月18日㈬～ 27日㈮
▶場 所　「みらい」談話コーナー
▶ 内 容　行田市、加須市、羽生市のポスター
コンクール入選作品の展示
▶ そ の 他　27日は午前のみの展示となります。
また、月曜日は休館です。

ポスター展示会

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）

　11月11日に開催された平成28年度全国社会福
祉大会で、行田市民生委員・児童委員連合会が社
会福祉功労者厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　同連合会は、民生委員・児童委員による団体と
して活動し、長年にわたり社会福祉の増進に寄与
したことからその功績が認められ、今回の表彰と
なりました。
▶ 問い合わせ　福祉課トータルサポート推進担当
（内線267）

　法人や個人事業主が従業員に給与の支払いをした場
合、従業員などの住所地市区町村に「給与支払報告書」
の提出が必要となります。
　「給与支払報告書」は、源泉徴収票と複写になって
いますので、平成28年分の源泉徴収票を作成したら、
平成29年１月31日までに住所地市区町村の住民税
担当課宛てに提出してください。なお、パート・アル
バイトや途中退職者であっても提出が必要となります
ので、ご注意ください。
▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線231・232）
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　埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する交通
遺児等を対象に援護金を給付しています。

▶ 対象　交通事故（陸海空全ての交通機関の運行により
生じた事故）により死亡または重い障害を負った保護
者に養育されている平成10年4月2日以降に生まれ
た子どもで次に掲げる世帯に属する方

▶給付対象となる同居世帯の総所得額　
給付対象の子どもの人数 同居世帯の総所得額

１人 2,740,000円以下
２人 3,120,000円以下
３人 3,500,000円以下
４人 3,880,000円以下
５人以上 4,260,000円以下

▶給付額　対象となる方１人につき年額100,000円
▶ 給付時期　平成29年5月上旬※4月末までに「給付
決定通知書」を送付します。

▶ 申請方法　市役所および学校で配布する申請書類に必
要事項を記入の上、直接または郵送でみずほ信託銀行
浦和支店（〒330―0063 さいたま市浦和区高砂2―6
―18）
▶提出期限　平成29年1月31日㈫
▶ 問い合わせ　 県防犯・交通安全課☎048―830―2958

　今年4月から9月までに市道内で放置された自転車は26
台に上ります。道路上の放置自転車は歩行者の妨げや交通
に支障をきたすため、非常に危険です。
　これらの多くが盗難自転車であることから、自転車を所
有する方は、盗難防止のため、ほんの少し離れる場合でも、
必ず鍵を掛けましょう。複数の鍵を掛けるツーロックにす
ることで、より安全性が高まります。
▶問い合わせ　管理課管理担当☎550―1552

　市では、空き家の発生抑制や有効利用を促進するための
取り組みとして、埼玉縣信用金庫と協定を締結しました。
これにより市内の空き家物件を対象として、資金面からの
金利優遇支援を受けることができます。
▶優遇内容　通常金利から０．２パーセントの引き下げ
▶ 融資資金の用途　
　・空き家を賃貸するための改築・改装
　・空き家の解体
　・ 空き家解体後の駐車場などの造成や土地の有効活用に
ついての各種設備

　・空き家の防災、防犯上の設備対策
▶問い合わせ　 埼玉縣信用金庫行田支店☎556―2148

交通事故被害者のご家族への
援護金について

道路上の放置自転車を防ぐために

市内金融機関と連携した空き家対策を
開始します

交通安全ポスターおよび作文の入選作品を紹介します
　埼玉県警察、埼玉県教育委員会および（一財）埼玉県交通安全協会が主催する「平成28年度交通安全ポス
ター及び作文コンクール」に、市内の小学校16校からポスター 251点、作文25点、中学校2校からポスター
8点の応募がありました。
　審査の結果、ポスター部門では小学校の部で金賞１点・佳作１点、中学校の部で佳作１点、作文部門では、
小学校の部で金賞１点が選ばれました。

ポスター部門

作文部門　金賞　「おかあさんのなきそうなかお」西小学校２年　大木　梨央さん

▶問い合わせ　行田交通安全協会事務局（行田警察署内）☎555―1112

金賞　中央小学校5年　
　　　田代　颯一郎さん

佳作　太田西小学校5年
　　　嶋村　俊輝さん

佳作　行田中学校３年
　　　久米　さくらさん

固定資産税・都市計画税は、1月1日が基準日です税・都市計画税は定資産税・都市計画税はは固定資産税・都市計画税はは・都税・都市計画税はは固定資産税・都市計画税はは、、、、、、11月月月月月11 ですが基準日ですが基準日です日が基準日ですですが基準日ですすす日が基準日です固定資産税・都市計画税は、1月1日が基準日です
　固定資産税・都市計画税は、毎年１月１日現在の登記簿または課税台帳に登録されている方に課税されます。
　このため、売買などを行っていても、年内に所有権移転登記などが済んでいない場合は、前の所有者に課
税されますので、ご注意ください。
　また、家屋を取り壊した場合には、次のとおり手続きを行ってください。

　これらの手続きが行われない場合には、税務課で家屋の取り壊しが確認できないことがあります。なお、「家
屋取壊届出書」は税務課で配布する他、市ホームページからダウンロードできますのでご利用ください。
　▶問い合わせ　同課資産税担当（内線234）

※詳細は、受験案内または市ホームページをご覧ください。
▶試験日および試験会場　平成29年1月14日㈯、行田市役所
▶ 申し込み　人事課で配布している受験案内・申込書に必要事項を記載し、必要書類を添付した上で、12月1日㈭～
26日㈪に持参または郵送で提出してください（土・日曜日、祝日を除く）。なお、窓口での受付時間は午前9時～
午後5時です。
　※郵送の場合は12月22日㈭の消印まで有効
　【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市人事課
▶ その他　受験案内申込書の請求と受験の申し込みは郵送でも可能です。その場合は、郵送する封筒に ｢受験案内請
求（○○）｣ または「受験申し込み（○○）」（○○には希望職種を記入）と記載の上､ 請求者（申込者）の住所を明
記した返信用封筒（角型2号、120円分の切手を貼付）を同封してください｡
▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

《登記家屋を取り壊した場合》

《未登記家屋を取り壊した場合》

滅失登記をする❶ 法務局から市役所に通知

滅失登記をしない❷ 市役所に家屋取壊届出書を提出
現地確認 課税台帳から削除

市役所に家屋取壊届出書を提出 現地確認 課税台帳から削除

行田市職員採用試験（第2次募集）を実施します
～平成29年度採用職員を募集します～

採用職種 採用人数 応募要件（学歴、資格、年齢など）

一般事務職
(身体障がい者) 若干名

次の全ての要件に該当する方
・身体障害者手帳の交付を受けている方
・ 自力により通勤ができ、介護なしで週5日間、週38
時間45分の職務の遂行が可能な方
・活字印刷文による出題および口述試験に対応できる方

昭和61年4月2日から平成11年4月1日
までに生まれた方

土木技術職 若干名

大学・短期大学（修業年限2年以上の専門学校を含む）・
高等学校で、土木の専門課程を専攻し卒業した方また
は平成29年3月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】 昭和61年4月2日から平成7年
4月1日までに生まれた方

【短大卒】 昭和61年4月2日から平成9年
4月1日までに生まれた方

【高校卒】 昭和61年4月2日から平成11年
4月1日までに生まれた方

1級または2級土木施工管理技士の資格を有する方 昭和61年4月2日以降に生まれた方

電気技術職 若干名
大学・短期大学（修業年限2年以上の専門学校を含む）・
高等学校で、電気の専門課程を専攻し卒業した方また
は平成29年3月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】 昭和61年4月2日から平成7年
4月1日までに生まれた方

【短大卒】 昭和61年4月2日から平成9年
4月1日までに生まれた方

【高校卒】 昭和61年4月2日から平成11年
4月1日までに生まれた方
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医療費助成制度の受給資格登録申請はお済みですか

▶受給資格の適用時期　
　 　原則として、申請日から適用されます。ただし、出生や転入の日などから15日以内に申請があった場合には、出生
日や転入日が受給資格の始期になるなどの特例があります。
　※ 年末年始（12月29日㈭～平成29年1月3日㈫）の間は申請できませんので、その期間に出生届を提出する方は、
ご注意ください。出生日から15日目が年末年始の閉庁日である場合、1月4日㈬が出生日を受給資格の始期とする
ことができる日となります。

▶医療費助成できないもの　
　・日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」に該当するもの
　・保険外（予防接種、定期健診など）および他の制度（公費負担医療など）に該当するもの
　※加入している保険組合などで支給される高額療養費・附加給付金があるときは、その額を差し引いて支給します。
▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）

制度名 対　　象 助成内容 手続きに必要なもの

子ども医療
費助成制度

市内に住所を有し、健康保険に加入している15歳に
達する日以後、最初の3月31日までの子ども

医療費の一
部負担金お
よび入院時
の食事療養
標準負担額

・健康保険証（子どもの名前が記載されているもの）
　※ 出生の場合は、保険証ができるまで日数がかかり

ますので、先に登録申請をしてください。後日、
　　保険証ができましたら持参してください。
・保護者名義の預金通帳
・印鑑（朱肉を使用するもの）
・ 個人番号カード、または通知カードおよび運転免許
証などの顔写真付きの公的な証明書など

など
※代理人が申請する場合はあらかじめご連絡下さい。

重度心身障
害者医療費
助成制度

① 65歳未満で、次の要件に該当する心身障害のある方
・身体障害者手帳1級～3級の方
・療育手帳Ⓐ・A・Bの方
・ 精神障害者保健福祉手帳１級(精神病床への入院
費用を除く)の方

② 65歳未満で後期高齢者医療制度の障害認定を受け
られる状態にある方で、65歳以上で埼玉県後期高
齢者医療広域連合などの障害認定を受けた方

医療費の一
部負担金

・障害者手帳
・健康保険証
・預金通帳
・印鑑（朱肉を使用するもの）
・ 個人番号カード、または通知カードおよび運転免許
証などの顔写真付きの公的な証明書など

など
※代理人が申請する場合はあらかじめご連絡下さい。

ひとり親家
庭等医療費
助成制度

母子家庭、父子家庭、養育者家庭、父または母に一
定の障害がある親と子（子どもが18歳に達した日
の属する年度の末日まで。ただし、子どもに一定の
障害がある場合は20歳の誕生日の前日まで）
※所得制限により、支給停止となる場合があります。

医療費の一
部負担金
(市民税課税
の場合、自己
負担金あり)

・健康保険証
・預金通帳
・印鑑（朱肉を使用するもの）
・ 個人番号カード、または通知カードおよび運転免許
証などの顔写真付きの公的な証明書など

など

12月3日～ 9日は障害者週間です
「障害」や「障害のある人」に対する

関心と理解を深めましょう
　「障害者週間」は、国民の間に広く障害者の福祉につ
いての関心と理解を深めるとともに、障害者が社会、
経済、文化その他あらゆる分野の活動に積極的に参加
する意欲を高めることを目的として定められました。
　障害者の自立および社会参加を実現していくために
は、市民の皆さんの理解と協力が重要です。市民一人
一人がこの機会に障害者福祉について考え、障害者に
対する関心と理解を深めましょう。

障害者用駐車場は必要な人のために空けておこう
　障害者用駐車場は、車椅子やつえを使用している方
などが自動車のドアを大きく開けて乗り降りできるよ
うに作られた駐車場です。 
　最近では、公共施設やショッ
ピングセンター、飲食店など多
くの方が利用する施設で障害者
用駐車場の整備が進んでいます
が、障害者用駐車場を必要とし
ない方が駐車してしまい、必要
な方が駐車できずに大変困ってい
るという声が寄せられています。
マナーを守り、障害者用駐車場を必要としている方が
利用しやすい環境づくりを進めましょう。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線266）

障害者のための国際
シンボルマーク

行田市認知症初期集中支援
チームが発足しました

障害者控除認定書を
発行します

市報ぎょうだ平成29年1月号は
12月28日に配布します

ノロウイルスにご注意ください由利貞男さんが「彩の国健康鉄人」
に認定されました

　高齢者の約４人に１人が認知症またはその予
備軍といわれています。認知症になっても、本
市でいつまでも住み続けられるようにするた
め、認知症の初期段階で、早期発見・早期治療
を行えるように支援する専門職チーム「行田市
認知症初期集中支援チーム」が発足しました。
　このチームは、専門医と保健医療と介護の専
門職がチーム員として対象者の相談、訪問を行
い、適切な医療、介護サービスの利用につなげ、
認知症の方（疑いを含む）とその家族を支援し
ます。
▶ 設置場所　行田市機能強化型地域包括支援セ
ンター緑風苑内（須加1529）
▶ 相 談　高齢者福祉課または各地域包括支
援センター
▶ 問い合わせ　同課地域包括ケア担当（内線338・
278）

　所得税および住民税の障害者控除を受けるた
めには、身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、
療育手帳の交付を受けていることが原則です。
しかし、これらの手帳の交付を受けていない方
でも、申請に基づいて市が発行する「障害者控
除認定書」により控除を受けることができます。
認定書の交付を希望する方は、認定までに時間
がかかりますのでお早めにご相談ください。な
お、認定書は毎年更新となりますので、昨年交
付を受けた方も申請が必要です。
▶ 対象　65歳以上の介護認定（要介護１～５）
を受けている方で、要介護認定の状況により
身体障害者および知的障害者などに準ずるも
のと認められる方
▶ 申請に必要なもの　介護保険被保険者証、印
鑑、申請者の身分を証明するもの（運転免許
証など）
▶ 問い合わせ　高齢者福祉課介護認定担当（内
線269）

　新年の「市報ぎょうだ」1月号は、12月28日㈬に各
自治会長宅または配布役員宅へ配布します。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　冬は、ノロウイルスによる食中毒や感染症が大
変多くなる季節です。ノロウイルスは感染力が非
常に強く、人から人にうつるだけでなく、ノロウ
イルスに汚染された食品を食べて人にうつるこ
ともあります。下痢、嘔

おうと
吐などの症状を引き起こ

し、特に乳幼児や高齢者は重症化することがあり
ます。予防には、手洗い、加熱、消毒を心掛けま
しょう。また、消毒は塩素系漂白剤が有効です。
　なお、症状が治まった後も、数日から数週間、
ノロウイルスが体内に残り、便に排出されること
があるので、注意が必要です。この間はしっかり
手洗いしましょう。
▶ 問い合わせ　加須保健所生活衛生・薬事担当
☎0480―61―1216

　県では、心身ともに
健康な80歳以上で、
運動、地域活動、文化
芸能活動などで顕著な
活動をしている方を
「彩の国健康鉄人」と
して認定しています。
　このたび、日々の生
活の中に年齢に合わ
せた運動を取り入れ、行田市鉄剣マラソン大会で毎年
完走するなど、スポーツを通じて健康な体を維持して
いる由利貞男さん（西新町）が「彩の国健康鉄人」に
認定されました。
▶ 問い合わせ　保健センター健康づくり支援担当
　☎553―0053

行田市認知症初期集中支援チームの皆さん

由利貞男さんと上田県知事

障がい者無料法律相談110番
　埼玉弁護士会では、障害者週間に合わせ、弁護士
が相談専用電話やファクスで、無料で相談に応じる
「障がい者無料法律相談110番」を実施します。「障
害につけ込まれて、お金をだまし取られた」、「病院
や施設の手続きのため、成年後見制度を利用したい」、
「支援をしている障害者が相続のことで困っている」
など、気軽にご相談ください。
▶日 時　12月9日㈮午前10時～午後4時
▶対 象　障害のある方、その家族や福祉関係者な
ど
▶電話番号　048―838―5570
▶FAX番号　048―838―5573
▶ 問い合わせ　 同会法律相談センター☎048―710―

5666【FAX】048―837―2898
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身体測定＆からだバランス体験講座
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

　フィットネスクラブの協力により開催される「身体測定＆からだバランス体験講座」です。体組成計を使って
体力年齢などを測定したり、健康づくりや体力づくりのためのポイントを教わったりすることができます。

フィットネスクラブ一覧
施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田

所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56

電　　話 ☎553―1666 ☎555―3541

日　　時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参加でき
ます。
①平成29年1月11日㈬午前10時10分～11時
②平成29年1月12日㈭午後1時30分～2時20分
③平成29年1月14日㈯午後7時～7時50分
④平成29年1月15日㈰午後1時30分～2時20分

次の①～③の講座の中から希望する講座を選択
講座①：12月20日㈫
　　　　午後7時～9時
講座②：12月22日㈭
　　　　午後1時15分～2時30分
講座③：12月27日㈫
　　　　午前11時～午後1時

講座内容
1日目：からだ測定、施設利用

2日目および3日目：軽運動、筋力アップ、ヨガ、
プールなど

講座①「ボディバランス45」
　　　・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座②「ステップアップ・ロコモフィット」（シニア向け）
　　　・下半身筋力やバランストレーニング
講座③「ボディバランス30」
　　　・筋力、柔軟性、バランスの向上

定　　員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで

申し込み 12月15日㈭午前10時から直接または電話で当該施設

▶対　　象　市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限を受けていない方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　一施設につき一度のみ利用となります。講座内容は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶問い合わせ　当該施設または保健センター☎553―0053

合併処理浄化槽設置補助金を交付します
　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や洗濯、風呂などの生活雑排水を合わせて処理する合併処理浄
化槽への転換設置者に補助金を交付しています。補助金を希望する方は、内容を確認の上、手続きをしてください。

▶手続きおよびスケジュール

体力づくりで介護予防　～フィットネスクラブ提携事業～

チャレンジ・ザ・ジム！
　年齢を重ねるごとに体力や身体機能は少しずつ低下していきます。病気や老化が原因で介護が必要になること
もあります。元気な状態を長く維持するためには、体を動かし、自分に合った運動習慣を持つことが大切です。
　「チャレンジ・ザ・ジム！」では、市内２カ所のフィットネスクラブで、自分に合った運動習慣を身に付けるこ
とができます。フィットネスクラブへ通うきっかけがなかった方も、この機会に参加してみませんか。

フィットネスクラブ一覧

▶実施期間　平成29年1月4日㈬～ 3月31日㈮
▶内　　容　 一覧の中からフィットネスクラブを選

択し、3カ月間で12回通い、運動メ
ニューなどを実施します。

▶対　　象　・市内在住の65歳以上の方
　　　　　　・医師から運動制限を受けていない方

　　　　　　・介護保険料の滞納のない方
　　　　　　・当該事業に一度も参加したことがない方
▶定　　員　100人（先着順）
▶自己負担額　3,600円（1回300円×12回分）
▶申し込み　12月22日㈭までに直接高齢者福祉課
▶問い合わせ　同課地域包括ケア担当（内線278）

ク ラ ブ 名 所在地 設　　備 特　　徴

スポーツフィールド行田 緑町８―８ ジム、プール、
スタジオ

サウナやジャグジー、無料のコーヒーが飲めるラウンジを
完備。目的に合わせたジムプログラムもあります。

フィットネスクラブ
BE S T行田 押上町１１―１ ジム、プール、

スタジオ サウナやジャグジー、露天風呂（男女それぞれ）を完備。

児童扶養手当の申請はお済みですか
　児童扶養手当は、次のいずれかに該当する18歳に達する日以後の最初の3月31日までのお子さんを育てて
いる父、母または養育者へ支給される手当です。（お子さんが政令で定める障害があるときは20歳の誕生日の前日まで）
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要ですので申請をされていない方は
速やかに子ども未来課で手続きを行ってください。

▶児童扶養手当に該当するお子さん
　・父母が婚姻を解消したお子さん
　・父または母が死亡したお子さん
　・父または母が一定の障害をもっているお子さん
　・父または母が裁判所からのDV保護命令を受けたお子さん
　・母が婚姻によらないで生まれたお子さん
　※婚姻には、事実上婚姻関係と同様の状況にある場合（内縁関係など）を含みます。
　※受給後、事実婚の状況などが明らかとなった場合は、既に支給した手当は返還していただきます。
▶該当しない場合
　・申請される方やお子さんが日本国内に住所を有さないとき
　・お子さんが児童福祉施設などに入所しているとき
　※公的年金などを受給している場合は、支給されないことがあります。
▶支給額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年12月1日現在）

　※児童扶養手当法の改正により、第２子の加算額および第３子以降の加算額が変更となりました。
▶注意
　所得に変更が生じた場合や扶養人数が変更となった場合は、手当額が変更となることがあります。
▶問い合わせ　同課給付担当（内線292）

対象となるお子さんの人数 全部支給 一部支給

１人 42,330円 42,320円～9,990円

２人目の加算額 10,000円 9,990円～5,000円

３人目以降の加算額（1人につき） 6,000円 5,990円～3,000円

　児童扶養手当を受給するためには申請が必要ですので申請をされていない方は

行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業の
協賛店舗を募集します

　行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業
は、第３子以降のお子さんの誕生を祝して、18,000
円分の「行田市子育てハッピー券」を保護者に贈呈す
るもので、本事業に協賛いただいている店舗が用意し
たお祝いセットと引き換えるものです。
　本事業に協賛していただける店舗を募集しますの
で、ぜひご応募ください。

▶事業内容
　・ 第３子以降のお子さん１人当たり18,000円分の「行

田市子育てハッピー券」を保護者に贈呈します。
　・ 協賛店舗には、３,000円相当分のお祝いセットを

用意いただき、お祝いセット相当額分の行田市子
育てハッピー券と引き換えに提供します。

▶応募方法
　 子ども未来課で配布している登録申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、お

祝いセットの写真と一緒に同課へ申し込みください。
▶その他
　・ 3,000円相当分のお祝いセットの用意が難しい場

合は、1,000円または2,000円相当分のセットで
も可能です。

　・ 協賛いただいた店舗は、市ホームページやパンフ
レットなどに掲載しますので、店舗のPRになる
他、子育て家庭に優しいお店としてイメージアッ
プが期待できます。

▶問い合わせ　同課給付担当（内線292）



2016.12 市報 ぎょうだ 1819

　平成29年4月から当分の間、商工センターホー
ル内の舞台設備が使用できなくなります。4月以降
に舞台の利用を予定している団体は他施設への早め
の予約手続きにご協力ください。なお、この期間中、
舞台の利用はできませんが、ホールの貸し出しはこ
れまでどおり実施します。
　ご不便をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願い
します。

▶ホール内の舞台設備が使用できない期間　　
　平成29年4月～当分の間

▶ 問い合わせ  商工観光課産業振興担当（内線383）、
　商工センター☎553―0510

　市では、木造住宅の耐震診断および耐震改修工事
をする方への補助制度を実施しています。対象に
なる住宅は昭和56年5月31日以前に着工した一
戸建ての住宅および兼用住宅です。補助金額は耐
震診断が診断費用の2分の1（上限50,000円）、耐
震改修工事が耐震工事費用の23パーセント(上限
200,000円)です。建築開発課または市ホームペー
ジで詳細を確認の上、申請してください。
　なお、申請は診断または改修工事を行う前にする
必要がありますので、ご注意ください。

▶ 問い合わせ　同課建築指導担当☎550―1551

商工センターホールの貸し出しについて

木造住宅の耐震診断および
耐震改修工事をする方に
補助金を交付します

　市が用意する商店街の空き店舗で一定期間出店し
て、経営ノウハウを習得しながら営業する「チャレン
ジショップ事業」の出店者を募集します。店舗賃借
料は不要ですので、少ない開業資金で出店できます。
出店要件については担当まで問い合わせください。

▶募集案内配布開始　平成29年1月10日㈫
▶ 出店受付期間　1月16日㈪～ 27日㈮（土・日曜
日を除く）

▶ その他　応募多数の場合は抽選となります。受付
期間内に応募がなかった場合は以降先着順となり
ます。

▶ 問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内線383）

　 ～将来、市内に自分の店を
　　　   出したいと考えている方へ～
チャレンジショップ出店者募集

▶ 勤務期間  平成29年１月10日㈫～ ３月31日㈮
（土・日曜日、祝日を除く）※職務内容により異
なります。
▶ 勤務時間　午前８時30分～午後５時の５時間30
分～７時間
▶勤務内容　パソコン入力、受付案内、書類整理など
▶ 時　　給　890円または920円（職務内容により
異なります。一部交通費補助有り）
▶ 募集人数　40人程度※定員になり次第、募集を
締め切ります。
▶ そ の 他　面接時にパソコン操作の実技試験を行
います。
▶ 申し込み　行田税務署に電話の上、履歴書（写真
貼付）を持参してください
▶問い合わせ　同署☎556―2121（音声案内２を選択）

行田税務署の非常勤職員を募集します

▶日　　時　12月27日㈫午前10時～正午
▶場　　所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 講　　師　橋本富江さん（男女共同参画推進セン
ター登録団体）　

▶定　　員　20人（先着順）　
▶参 加 費　２,000円（花代・器代）
▶持 ち 物　木バサミ（お持ちの方）
▶ 申し込み　12月６日㈫～ 20日㈫にVIVAぎょう
だへ参加費を添えて直接申し込みください（月曜
日休館）。※ひととき保育の申し込み（2歳以上の
未就学児）は12月17日㈯まで

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

フラワーアレンジメント講座
お正月の花アレンジしてみませんか

自衛官候補生（男子）
▶ 受付期間　随時
▶ 試 験 日　受け付けの際にお知らせ
▶ 対　　象　18歳以上27歳未満の方

自衛官等採用の説明会
▶  日　　時　12月18日㈰午前10時～正午、
　午後1時～ 3時
▶ 場　　所　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部加須募
集案内所（加須市中央1―15―1）

いずれも
▶ 問い合わせ　防衛省自衛隊埼玉地方協力本部
　熊谷地域事務所☎522―4855

自衛官等を募集します
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平成27年度 情報公開および個人情報保護制度の運用状況についてお知らせします
　市では、市民の皆さんの市政参加を促進し、市政に対する市民の理解と信頼を深め、公正で開かれた市政を
目指すことを目的とした「情報公開制度」を実施しています。また、個人に関する情報を適正に取り扱うととも
に、自己に関する個人情報の開示や訂正などを求める手続きを定め、個人の権利利益の保護を図る「個人情報保
護制度」を実施しています。
　平成27年度における両制度の運用状況について、次のとおり公表します。

◎情報公開制度
　　平成27年度の情報公開の受付件数は20件でした。内訳は「請求」が10件、「申出」が10件です（表1参照）。
　また、請求（申出）の処理状況は、全部公開4件、部分公開11件、非公開4件、取下げ1件でした（表3参照）。

●表1「情報公開請求・申出の実施機関別件数」　　 ●表2「請求（申出）者の区分別件数」
実 施 機 関 請求 申出 合計
市 長  8  9 17
教 育 委 員 会  0  1  1
選挙管理委員会  0  0  0
公 平 委 員 会  0   0  0
監 査 委 員  0  0  0
農 業 委 員 会  0  0  0
固定資産評価審査委員会  0  0  0
議 会  2  0  2
合 計 10 10 20

請求…情報公開制度実施（平成11年4月1日）以降
に作成または取得した情報について請求権
のある方（市民など）が行う開示の求め

申出…平成11年3月31日以前に作成または取得し
た情報について開示の求め、または請求権
のない方（市外の人など）からの開示の求め

請求（申出）者の区分 件数
市内に住所がある方  8
市内に事務所や事業所を持っている個人や法人、その他の団体  0
市内の事務所や事業所に勤務している方  0
市内の学校に在学している方  0
実施機関が行う事務事業に利害関係がある方  2
請求権者以外の方 10

合　　　　　計 20

●表３「情報公開請求（申出）の処理状況」
区　分 受付件数 全部公開 部分公開 非公開 取下げ 未処理
請　求 10 0  6 3 1 0
申　出 10 4  5 1 0 0
合　計 20 4 11 4 1 0

◎個人情報保護制度　
　各実施機関の事務事業の執行に際し、総務課に届け出された
個人情報取扱業務の件数は、平成27年度末で601件です（表4参
照）。また、開示・訂正等の請求件数は14件でした（表5参照）。
なお、個人情報取扱業務の概要は、市政情報コーナーで見ること
ができます。

●表４「個人情報取扱業務の届出件数」
実 施 機 関 届出件数
市 長 440
教 育 委 員 会 120
選 挙 管 理 委 員 会  14
公 平 委 員 会   1
監 査 委 員   1
農 業 委 員 会 16
固定資産評価審査委員会  1
議 会  8
合 計 601

●表５「個人情報（自己情報）の開示請求・受付処理件数」

実施機関 受付件数
処理状況

全部開示 部分開示 非開示 取下げ 未処理
市　　長 13 5 8 0 0 0
教育委員会  1 0 1 0 0 0
そ の 他  0 0 0 0 0 0
合　　計 14 5 9 0 0 0

▶問い合わせ　総務課文書管理担当（内線218）
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談相種各 （12月15日～1月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

12月27日㈫、1月12日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 12月19日㈪　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

結婚 VIVAぎょうだ 1月8日㈰　　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚支
援センター☎090―
2416―9692

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 1月11日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 1月11日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 12月18日㈰、1月8日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131水道料金の

夜間納付 水道庁舎（前谷） 12月20日㈫、1月10日㈫ 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
11月20日㈰  午前9時 0.08マイクロシーベルト(曇り)　午後3時 0.08マイクロシーベルト(曇り）

今月の納税
市県民税  ・・・・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・・・・6期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・・・・6期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・・・・6期

納期限　12月26日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座
振替をご利用ください。

▼ 
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さしあげます

ゆずってください

▷叙勲用額縁　▷ポリタンク　▷車椅子　▷手押しカート　
▷池水槽　▷バーベキュー用テーブル・椅子セット　▷ミシ
ン（家庭用・足踏み式）▷温風ヒーター

▷椅子　▷大人用自転車  ▷扇風機　▷掃除機　▷キャリー
バッグ　▷電子レンジ　▷男の子用自転車　▷水槽　▷CDラ
ジカセ　▷冷蔵庫　▷はしご　▷ミシン（家庭用・卓上）▷
液晶テレビ

不
用
品
情
報

宅配電話帳への掲載店を
募集します

　市では、行田商工会議所および南河原商工会と連携し、
高齢者などの買い物の利便性向上を図るため宅配電話帳
を作成します。宅配電話帳とは、買い物や日常生活に不
自由を感じている高齢者などを支援するため、日用品の
宅配や訪問理容などのサービスを行う店舗を掲載したも
のです。
　電話帳作成に当たり、宅配や出張サービスを行ってい
ただける店舗を募集します。なお、電話帳は平成29年６
月から配布する予定です。

▶ 申し込み　平成29年1月31日㈫までに直接または電
話で行田商工会議所☎556―4111または南河原商工
会☎557―0742

▶ 問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内線383）

火災に遭われた方へ民間賃貸住宅
の家賃一部を補助します

　市では、火災により自宅などを焼失し、緊急に別の
住まいを必要とする方（世帯主）へ、民間賃貸住宅をあっ
せんするとともに、家賃の一部を補助しています。

▶ 要件
　・ 火災の原因が、その世帯に属する方の故意による

ものでないこと
　・火災発生時に市内に住所を有していたこと
　・生活保護を受けていないこと
　・ その世帯に属する方全員が市税を滞納していない

こと
▶ 補助金の限度額
　【一人世帯】月額37,000円
　【二人以上の世帯】月額44,000円 
　※ 敷金および礼金などを除きます。また、月の途中で

賃貸借契約を締結および解約し、家賃額が日割り計
算された場合は、その額と補助限度額を同じ日数で
日割り計算した額のいずれか低い額とします。

▶ 補助金の申請期限　火災により被害を受けた日から3
カ月以内

▶ 補助金交付期間　賃貸借契約を締結した日から起算
して3カ月以内

▶ その他　申し込み時の提出書類など詳細は、市ホー
ムページをご覧いただくか、電話で問い合わせくだ
さい。

▶ 問い合わせ　営繕課住宅管理担当☎550―1554

エコライフＤＡＹ2016夏の
結果をお知らせします

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配
慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果ガ
スである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイル
を見直すきっかけを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、
6月27日から7月3日の期間内の一日について実施し
ました。また、エコライフDAY実施の募集をしたとこ
ろ、二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田西自治会、
ものつくり大学から応募があり、それぞれ期間を設定し、
実施していただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素
の量は2,420,370グラムとなりました。これは約1,026
リットルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化
炭素の量と同じです。

第３期納期限　12月26日㈪
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などによ
り受益者の変更があった方は、下水道課までご連絡くだ
さい。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

参加区分※1 参加数
(人)

二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学
２年生

児童 483 237,363 491

家族、
教職員 1,009 457,582 454

中学
１年生

生徒 571 556,500 975

家族、
教職員 247 241,358 977

一般 ※2 547 462,851 846

市役所 職員など 596 464,716 780

合　　計 3,453 2,420,370 701

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

マンホールカードを配布します
　全国で100種類以上が配
布され、人気を集めている
マンホールカードを本市で
も配布します。ぜひ集めて
みませんか。

▶配布開始日　12月１日㈭
▶ 配布時間　午前９時～午
後４時（休館日を除く）
▶配布場所　郷土博物館
▶ 配布方法　希望者１人に
つき１枚を手渡しで無料
配布
　※事前予約や郵送の対応は行いません。

マンホールカードとは
　国土交通省や下水道関連団体などでつくる下水道
広報プラットホームが企画しているマンホールのふ
たを活用した「カード型下水道広報パンフレット」で
あり、全国統一規格の「コレクションカード」です。

▶問い合わせ　下水道課普及促進担当☎564―0303

マンホールカード

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は４団体（二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、持田

西自治会、ものつくり大学）の合計です。団体別の詳細は市
ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　   【日曜日、祝日】午前9時～午後10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

12月18日（日) 壮幸会行田総合病院 1月 8日（日)) 壮幸会行田総合病院

12月23日（金) 壮幸会行田総合病院 1月 9日（月)) 清幸会行田中央総合病院

12月25日（日) 清幸会行田中央総合病院 1月15日（日)) 清幸会行田中央総合病院
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在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

乳幼児健診
健 診 名　 １歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳

児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 1月11日㈬午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 5カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 1月12日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

赤ちゃんクラス
　4カ月児健診を受診する際に必要な受診票の配布、
健診の受診方法、予防接種や育児に関する説明などを
行います。

日　　時　 12月26日㈪午前10時30分～ 11時30分
　　　　　（午前10時から受け付け）
場　　所　保健センター
対　　象　 平成28年10月生まれのお子さんとその

保護者
　　　　　※対象者には通知します。
　　　　　※ 平成28年11月1日生まれ以降のお子

さんがいる方は、3月に世帯配布した「保
健センターのお知らせ」をご覧ください。

そ の 他　申し込みは不要です。

菅原弘子さん（助産師）が
「母子保健奨励賞」を受賞しました
　母子保健の発展に尽力
した人を表彰する「第38
回母子保健奨励賞」に県内
から本市在住の菅原弘子
さん（押上町）が選ばれま
した。
　菅原さんは、県内各所
で新生児訪問や乳幼児健
診、相談事業を長年続け
るとともに、本市でも「こ
んにちは赤ちゃん訪問」で
活躍中。その温かい人柄と高い専門性、幅広い経験か
ら、多くのお母さん方の信頼を得ています。また、行
田市子育て包括支援センターでは、その準備段階から
携わっていただきました。

ひと涼みアワード2016
「最優秀団結賞」を受賞

　環境省および全国7,136の企業・行政・民間団体
が参加した熱中症予防を推進する運動「熱中症声かけ
プロジェクト」において、全国の行政の中で最も一致
団結して熱中症予防啓発活動に取り組んだ本市が、「最
優秀団結賞」を受賞しました。
　「受け継がれる熱中症予防活動〝伝える〟から〝伝
わる〟へ」を掲げ、市民自身が「熱中症おたすけ隊」
となり啓発するなど、市民・団体・行政が連携した取
り組みが高く評価されました。

インフルエンザを予防しましょう
　インフルエンザが流行する季節となりました。次の
ことを実践し、インフルエンザを予防しましょう。
・ 接触感染を防ぐためにも手洗いは重要です。外出後
は、小まめに手を洗いましょう。
・ マスクを着用し、できるだけ人ごみを避けましょ
う。マスクが無くても、口と鼻をティッシュなどで
カバーしましょう。
・室内の湿度を適度に保ちましょう。
・ バランスの良い食事や十分な休養、適度な運動など
規則正しい生活をしましょう。
・インフルエンザ流行前にワクチンを接種しましょう。

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　12月21日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
心に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

第5回健康寿命をのばそう！アワード
厚生労働省局長団体部門
優良賞を受賞しました

　厚生労働省が主催する「第5回健康寿命をのばそ
う！アワード」において、行田市医師会、行田市薬剤
師会、市が連携し合いながら進めている喫煙率低下を
目的とする事業が、健康増進や生活習慣予防への貢献
に資する優れた取り組みとして表彰されました。

＜喫煙率低下に向けた3つの取り組み＞
①小学生を対象とした喫煙防止教育
　 医師による喫煙防止講演を通して、将来たばこを吸
わない子どもを育てるとともに父母にも禁煙を勧め
るもの。市内全小学校で実施。
②禁煙チャレンジサポート事業
　 禁煙外来の受診費用に対し助成金を支給することに
より、禁煙外来での受診を促進。
③禁煙サポーター薬局事業
　 薬局での簡易測定を通して、薬剤師による禁煙の勧
奨や生活習慣の改善助言を実施。

医師による喫煙防止講演の様子

年末年始の在宅当番医
（12月31日～平成29年1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日
(土)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 やまかわ内科クリニック 564―1488  内科

 やなせ眼科 564―0388  眼科

 山田歯科医院 559―1515  歯科

平成29年
1月1日(日)

 清幸会行田中央総合病院 553―2000  内科・小児科・外科

 吉田記念山本クリニック 558―3507  内科

 北畠ひふ科医院 554―0986  皮膚科

平成29年
1月2日(月)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 ハピネス診療所 559―0082  内科

 川島胃腸科 553―0001  内科・胃腸科

 はま歯科医院 555―0036  歯科

平成29年
1月3日(火)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 行田協立診療所 556―4581  内科

 柳田眼科 556―2596  眼科

 松井歯科医院 559―0605  歯科

診療時間　午前10時～午後5時(歯科は午前10時～正午)

菅原　弘子さん



2016.12 市報 ぎょうだ

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　12月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・28日㈬
　　　　　～31日㈯、1月1日㈰～3日㈫、10日㈫
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。（年末年始を除く）

・ カムパネルラ　山田正紀/著
・珍樹図鑑　小山直彦/著
・イチロー会見全文　国際情勢研究会/編
・時間の女神のティータイム　あんびるやすこ/作・絵
・ 話したくなる世界の選挙 世界の選挙をのぞいてみ
よう　コンデックス情報研究所/編
・ばななくんがね…　とよたかずひこ/さく・え

新　着　図　書

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ 母と暮らせば
・ 六月燈の三姉妹
・ ユニコ

＜CD＞
・ KPP BEST（きゃりーぱみゅ
ぱみゅ）

・May Dream（aiko）
・ 2020 -T.M.Revolution All 
TIME BEST-（T.M.Revolution）

他3点

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

12月18日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

12月24日㈯午前11時 おはなしタンバリン

平成29年1月7日㈯
午後2時 おはなしの会

平成29年1月14日㈯
午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
12月21日㈬、平成29年
1月11日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員が実施

てくてくおはなし会 平成29年1月9日㈪
午前11時～11時30分 絵本や紙芝居など ４歳児ぐらい～小学生

英語のおはなし会 平成29年1月8日㈰
午前11時

英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

ハートイングリッ
シュスクール

子ども映画会 12月17日㈯午後2時 すてきなコンサート 図書館職員が実施

ブックスタート 12月21日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成28年6月1日～
8月31日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください。

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2425

新着DVD・新着CD

　全14作品の応募の中、審査会により次の5作品が
賞に輝きました。なお優良賞の2作品は図書館振興財
団主催の全国コンクールへ出展します。

▶優良賞
・ 泉小学校2年　池端玲奈さん「知りたい！食べた
い！見てみたい！つたえたいあじ　郷土料理」
・ 中央小学校2年　島﨑真歩さん「とく川いえやすっ
てどんな人？」

▶奨励賞
・ 東小学校3年　深井千愛さん「どうして人は牛の乳
を飲むのか？」
・ 泉小学校4年　小沢理子さん「尾瀬の自然はす・て・
き～すてきなところは、ルールもたくさん！～」
・ 北小学校１年　津田香乃美さん「いつでも　どこで
も　じゃんけんぽん」

  「第3回行田市立図書館を使った調べる学習
  コンクール」の受賞者が決定しました

　いつもの読み聞かせだけでなく、絵本に関するゲー
ムをします。

▶ 日　　時　12月24日㈯・25日㈰午後2時30分～
4時（両日とも同内容）
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本の読み聞かせ、おはなしおあそび
▶ 対　　象　ひらがなが読める方（おおむね小学校低
学年以上）
▶定　　員　20人程度
▶参 加 費　無料
▶申し込み　直接または電話で同館

クリスマスおたのしみ会～サンタも来るよ！～

　お探しの資料が、県内のどの図書館に所蔵されてい
るかを調べることができます。当館に所蔵がない資料
を探す際などにご利用ください。当館ホームページの
「埼玉県内公共図書館等横断検索システム」のバナー
からご利用いただけます。

公共図書館横断検索システム

▶期　　日　1月4日㈬～ 6日㈮
　※福袋がなくなり次第終了
▶内　　容　中身の分からない本の福袋を貸し出します。
▶ 配 布 数　【大人向け】50セット【子ども向け】
　100セット
▶そ の 他　貸出期間は通常どおり

新年！本の福袋～おすすめCDおみくじ付き～

　年末年始期間中は返却用ブックポストの閉鎖に伴
い、資料の貸出期間を延長します。

▶ 閉鎖期間　12月28日㈬午後3時～平成29年1月
4日㈬午前9時
▶ 閉鎖場所　図書館前およびJR行田駅観光案内所の
返却用ブックポスト
▶ 図書資料返却期限　12月14日㈬～ 20日㈫に貸し
出した資料は、貸出日から3週間
▶ AV資料(CD・DVD・VHS)返却期限　12月21日
㈬～ 27日㈫に貸し出した資料は、貸出日から2週
間 

年末年始は返却用ブックポストを閉鎖します

池端玲奈さんの作品 島﨑真歩さんの作品

長谷川光義さん（吉田碁将棋盤店・
三代目吉田寅義）が「彩の国優秀
技能者表彰」を受賞しました

　市では、行田ら
しい街並みづくり
とにぎわい創出の
実現に向けた事業
を展開しています。
こうしたなか事業
の一環として、市
役所駐車場入口か
らバスターミナル
駐車場まで歩道に
沿ってせせらぎ水
路の整備工事を計
画しており、今年
度は第一期工事と
して次のとおり実
施します。
　工事期間中は作業のため、歩道を一部縮小しますので、
通行の際は工事案内板、誘導員の指示に従ってください。
施設利用者、歩行者の皆さんにはご迷惑をお掛けします
が、ご理解ご協力をお願いします。

▶工事期間　12月中旬～平成29年3月末ごろ（予定）
▶工事箇所　本丸地内
▶問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5603）

せせらぎ水路の整備工事を
実施します

行田市役所

産業文化会館

埼玉県
行田地方庁舎

国道12
5号線

工事箇所

　11月17日、さいた
ま市民会館うらわで「彩
の国優秀技能者表彰式」
が行われ、長谷川光義
さん（吉田碁将棋盤店・
三代目吉田寅義）が「彩
の国優秀技能者表彰」を
受賞し、上田県知事よ
り表彰されました。
　この賞は、極めて優
れた技能を持ち、後継
者の育成や産業の発展
に貢献し、他の技能者
の模範となっている方
を表彰するもので、長
谷川さんは碁盤・将棋盤の全工程を手作りで仕上げ、高
度な熟練を要する技術であり行田市無形文化財にも指定
されている「太刀盛り」を行う盤師であるとともに、海外
で個展を開いたり、若手棋士の研修会で講演を行ったり
と伝統技術の普及に力を注いだ功績が高く評価されまし
た。
▶問い合わせ　商工観光課産業振興担当（内線383）

長谷川　光義さん
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　10月22日、産業文化会館南側芝生広場で第21回行田市ふれあ
い福祉健康まつりが開催されました。
　会場には市内で活動する福祉団体や保健団体、ボランティアグ
ループによる展示や出店のテントが数多く立ち並びました。また、中
央ステージでは忍さくらんぼ会による豪快な和太鼓をはじめ、こころ
音楽隊と濱中由美子さんによる演奏など魅力あるアトラクションが
披露され、会場を盛り上げました。参加者は各団体によるブースを
巡ったりしながら、福祉への関心を高めることができたようです。

　10月26日、太田西小学校で英語活動の授業の一環としてハロ
ウィーンパーティーが行われました。
　ハロウィーンの飾り付けがされた教室に集まってきたのは、かぼちゃ
のお化けや魔女など、思い思いの姿に仮装した4年1組の児童たち。
ＡＬＴのミナミ先生からハロウィーンの由来を聞いたり、関連する英単
語について学んだりしながら、外国の文化への理解を深めました。教
室には子供たちの元気な「Trick or treat!（トリック・オア・トリート）」の
声が響き、普段とは違う英語活動を楽しんでいるようでした。

福 祉への関心を高めるきっかけに

仮 装した児童たちが英語活動で「Trick or treat!」

　10月27日、太井公民館で防災訓練が行われました。
　訓練は地震により調理実習室から火災が発生した事態を想定
し抜き打ちで行われ、公民館利用者約65人が避難。その後、市
が防災協定を締結している太井保育園の協力により、温かいすい
とんとおにぎりが振る舞われ、参加者は協力して配膳を行いまし
た。この訓練を通じて、公民館の避難経路や隣接する太井保育園
との連携など、非常時の行動を改めて確認することができました。

非 常時の行動を改めて確認
太井公民館 防災訓練

太田西小学校 ハロウィーンパーティー

　11月13日、市役所周辺で第37回行田商工祭・忍城時代ま
つりが開催されました。
　地元商工業者による物産大バザール、歴代城主に扮

ふん
した武

者行列、個性あふれるオリジナル足袋の出来栄えを競うベス
ト足袋ニストコンテストなどが行われ、会場は大盛況。また、
忍城址東門では、獅子の会による火縄銃演武が行われ、火縄
銃の発砲音が辺りに轟くと、その迫力満点の銃声に来場者か
ら歓声が上がりました。

辺 りに轟く迫力満点の火縄銃の音
第37回行田商工祭・忍城時代まつり

写真館
GYODA CITY PHOTO STUDIO

●　●　●

　10月23日、総合公園自由広場で第66回市民体育祭が開
催されました。
　廻旋フットボールリレー、紅白玉入れ、年齢別リレー、今年
初めて競技に加わったグラウンドゴルフなど、さまざまな種
目で争われました。中でも、三種混合リレーでは、ハプニン
グも頻繁に飛び出し、そのたびに選手も観客も一喜一憂。
秋空の下、市内15地区がそれぞれ一丸となって競技に臨
み、優勝を目指して熱い戦いを繰り広げました。

　11月16日、産業文化会館で忍中学校70周年記念講演会が開催され
ました。
　はじめに忍城おもてなし甲冑隊による演舞が披露され、その後忍城を
舞台にした小説「のぼうの城」の作者和田竜さんによる講演会が行われ
ました。講演は、生徒たちの質問に和田さんが回答していくトークショー
形式で進められ、「のぼうの城」の制作過程や執筆活動、行田に対する印
象などの質問が挙がりました。和田さんは一つ一つ丁寧に答えながら、
「今の自分を磨いていってほしい」と生徒たちに語りかけていました。

野 外ステージで日頃の練習成果を発表

地 域が一丸となって

忍 中学校70周年記念で小説家の和田竜さんが講演

第11回南河原ふれあい祭り

第66回市民体育祭

　11月５日、総合公園で「樹名板づくり第９回育樹祭」が開催さ
れました。
　参加者は、親子や友達同士で協力しながらイラストやカラフ
ルな色ペンでデコレーションをした樹名板を作成。平成20年
度に開催した第１回植樹祭で植えた木々に、これからも順調に
生育して欲しいという思いを込め、樹名板を自らの手で丁寧に
くくり付けていきました。

木 々の順調な生育を願って樹名板づくり
樹名板づくり第９回育樹祭

忍中学校70周年記念講演会

　11月3日、南河原中学校で第11回南河原ふれあい祭りが開催
されました。
　会場には、地元で活動する福祉団体や企業、飲食店などによる
屋台や消防団による水消火器・消防服体験などさまざまな催しが
行われ、子どもから高齢者まで多くの人が訪れました。また、初め
て南河原商工会と南河原公民館が共催したとあって、野外ステー
ジでは公民館のクラブが日頃の活動成果を披露。三味線やフラ
ダンスなどの発表に、来場者は足を止めて見入っていました。

第21回行田市ふれあい福祉健康まつり
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。

282016.12 市報 ぎょうだ29

　
現
在
日
本
で
は
、
年
間
約
７
万
人
が
突
然
の
心
停
止

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
迅
速
か
つ
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
で

生
存
率
が
格
段
に
上
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
月

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た

栁
澤
佑
衣
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
高
校
生
の
時
、
保
健
体
育
の
授
業
で
「
あ
な
た
に
し

か
救
え
な
い
命
」
と
い
う
動
画
を
見
た
栁
澤
さ
ん
は

「
自
分
が
行
動
す
る
こ
と
で
救
え
る
命
が
あ
る
の
な
ら
、

で
き
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
強
く
思
い
、
人
命
救
助
を

テ
ー
マ
に
約
２
万
字
の
卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
技
術
を
習
得
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
今
年
の
春
の
早
稲
田
大
学
入
学
後
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認
定
講
習
会
を
受
講
。
そ
し

て
兵
庫
県
医
師
会
認
定
Ａ
Ｅ
Ｄ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

登
録
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
取
得
後
、「
利
用
す
る

施
設
の
ど
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
を
自
然

と
確
認
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
命
救
助

の
方
法
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
も
し
現
場
に
居
合
わ
せ
た

場
合
、
誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
は

な
く
、
率
先
し
て
行
動
に
移
そ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
意
識
に
変
化
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
公
共
施
設
や
商
業
施
設
な
ど
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

場
所
は
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
使
用
率
が
あ
ま
り

伸
び
て
い
な
い
の
が
現
状
。
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
法
を
実
践
す
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
栁
澤
さ
ん
は
話
し
ま

す
。「
も
し
も
の
場
合
、
そ
こ
に
居
る
人
の
誰
も
が
不

安
を
抱
え
ず
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
避
難
訓
練
と
同
様
の
頻

度
で
学
校
の
授
業
や
地
域
の
会
合
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操

作
方
法
を
学
び
、
み
ん
な
が
た
め
ら
う
こ
と
な
く
正
し

く
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
操
作
で
き
る
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
熱
い
思
い
を
口
に
し
ま
す
。

　
現
在
は
、
公
認
会
計
士
を
目
指
し
て
大
学
と
専
門
学

校
に
通
い
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
と
い
う
栁
澤
さ

ん
。「
し
ば
ら
く
は
友
人
や
家
族
な
ど
身
近
な
人
に
少

し
ず
つ
で
も
知
識
を
伝
え
て
い
き
、
い
ず
れ
は
、
母
校

の
中
学
校
な
ど
で
講
習
会
を
開
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
は
じ

め
と
し
た
人
命
救
助
の
大
切
さ
を
教
え
た
い
で
す
」
と

瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社アップルサイエンス
プロジェクションマッピングを活用した広告事業を展開
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流
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弓
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野
分
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な

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

火
の
鳥
と
な
り
て
散
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ゆ
く
城
紅
葉

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

朝
霧
の
晴
る
る
眼
下
に
初
瀬
の
里

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

息
吹
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て
飛
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し
て
み
た
し
鱗
雲

 

荒
木 

手
島
　
一
海

新
米
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と
酒
田
の
大
倉
庫

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
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菊
日
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抹
茶
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服
貴
人
茶
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佐
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蛭
田
　
和
夫
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褪
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昭
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行
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荒
木 

藤
田
　
明
枝

う
っ
か
り
と
棘
の
一
撃
冬
そ
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び

 

門
井
町 

宮
田
　
淑
尚

鯖
雲
や
砥
石
に
残
る
父
の
癖

 

門
井
町 

茂
田
　
鳥
山

残
業
を
終
え
て
ゆ
っ
た
り
柚
子
湯
か
な

 

佐
間 

須
永
　
節
子

白
萩
の
流
れ
る
ご
と
き
寺
の
夕

 

荒
木 

森
田
　
　
静

短
日
や
入
日
余
さ
ず
使
い
切
る

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

立
冬
や
娘
の
忌
日
近
づ
き
ぬ

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

力
作
の
火
花
を
散
ら
す
文
化
の
日

 

持
田 

斉
藤
　
協
二

冬
隣
八
十
路
の
坂
を
越
え
に
行
く

 

持
田 

島
田
　
悦
子

初
め
て
の
歌
舞
伎
に
酔
ひ
し
江
戸
の
秋

 

清
水
町 

柳
沢
　
紀
子

む
さ
し
の
の
風
を
生
み
出
す
す
す
き
原

 

桜
町 

青
木
　
良
子

穭
田
の
風
の
か
ら
ま
る
礼
所
道

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

友
逝
き
て
月
影
う
る
む
夜
半
の
道

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

人
命
救
助
に
興
味
を
持
ち

Ａ
Ｅ
Ｄ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

栁
澤 

佑
衣 

さ
ん
（
壱
里
山
町
・
19
歳
）

めましてはじ ○ 12月1日㈭～28日㈬に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、1月5日㈭午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

岡
島　
穂み
の
り ち

ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
27
年
12
月
24
日
生
ま
れ

父
・
亮
さ
ん　
母
・
久
代
さ
ん

「
元
気
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
！
」

山
﨑　
梅め

い依 

ち
ゃ
ん （
前
谷
）

平
成
27
年
12
月
23
日
生
ま
れ

父
・
雅
祥
さ
ん　
母
・
桃
子
さ
ん

菊
川　
結ゆ

ま麻 

ち
ゃ
ん （
若
小
玉
）

平
成
27
年
12
月
29
日
生
ま
れ

父
・
健
太
郎
さ
ん　
母
・
麻
里
子
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
♪

 

兄
妹
仲
良
く
☆
」

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

 

元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

前
田　
遼り
ょ
う
が我 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
27
年
12
月
31
日
生
ま
れ

父
・
直
哉
さ
ん　
母
・
里
沙
さ
ん

「
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♡
」

柴
崎　
咲さ

わ和 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
27
年
12
月
24
日
生
ま
れ

父
・
浩
司
さ
ん　
母
・
幸
代
さ
ん

新
井　
琳り
ひ
と人 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
27
年
12
月
８
日
生
ま
れ

父
・
達
也
さ
ん　
母
・
由
紀
子
さ
ん

「
い
っ
ぱ
い
笑
っ
て

 

大
き
く
な
〜
れ
♡
」

「
爽
や
か
な
笑
顔
が
大
好
き
だ
よ
！
」

★★★ 平成27年 12月生まれ のおともだち ★★★

平成28年2月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　川崎 　豊
【事業内容】 映像制作、ホームペー
ジ制作、印刷物制作
【住所】 埼玉５３４０―２

車体にプロジェクターで光を当て、プロジェ
クションマッピングした様子



催し・募集
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▼
日
時
　
12
月
17
日
㈯
午
後
1
時
30

分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）　
▼
場

所
　「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼

出
演
　
森
圭
一
郎
さ
ん
、
濱
中
由
美

子
さ
ん　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

福
祉
の
店
運
営
委
員
会　

▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
問
　
か

が
や
き
共
同
作
業
所
板
垣
☎
５
５
９

―
１
０
３
４
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
９
―

２
４
２
４

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈮
午
後
1
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　
市
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る
管
楽
器
演

奏
発
表
会　
▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

行
田
市
学
校
管
楽
器
教
育
研
究
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
▼
問
　
中

央
小
学
校
☎
５
５
４
―
５
５
５
１

▼
日
時
　
12
月
22
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
（
雨
天
中
止
）　

▼
場
所
　
大

福
祉
の
店　
き
ゃ
ん
ば
す

５
ｔ
ｈ
あ
り
が
と
う
コ
ン
サ
ー
ト

第
25
回
行
田
市
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内

容
　
忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の

６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾

い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川

環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎
０
８
０
―

１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
12
月
11
日
㈰
午
後
１
時
〜

５
時
30
分　
▼
場
所
　
星
宮
公
民
館

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
お
菓
子
の
家
を

作
っ
て
食
べ
る
、
宝
探
し
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
な
ど　
▼
参
加
費
　
1
人

３
０
０
円
（
３
歳
以
上
）　

▼
持
ち

物
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
３
０
０
円
程

度
）、
皿
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン
、

エ
プ
ロ
ン　
▼
主
催
　
行
田
お
や
こ

劇
場　
▼
そ
の
他
　
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴　
▼
申
・
問
　
12
月
10
日

㈯
ま
で
に
電
話
で
同
劇
場
事
務
局
☎

０
９
０
―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

銘
酒
ラ
ベ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

▼
期
間
　
1
月
10
日
㈫
〜
2
月
28

日
㈫　

▼
場
所
　
カ
ネ
マ
ル
酒
店

行
田
お
や
こ
劇
場

ク
リ
ス
マ
ス
会

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　
12
月
31
日
㈯
午
後
10
時
〜

平
成
29
年
1
月
1
日
㈰
午
前
0
時
30

分
※
荒
天
中
止　
▼
場
所
　
忍
城
址

鐘
楼
付
近　
▼
内
容
　
鐘
つ
き
、
各

種
催
し
物　

▼
そ
の
他
　
鐘
つ
き

は
、
午
前
0
時
30
分
に
つ
く
方
が
最

終
と
な
り
ま
す
。　
▼
問
　
商
工
観

光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時
　
平
成
29
年
1
月
14
日
㈯
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　

中
央
公
民
館
（「
み
ら
い
」
内
）　
▼

内
容
　
①
【
小
学
校
の
部
】
団
体
戦

（
3
人
1
チ
ー
ム
）、
個
人
戦　
②

【
中
学
校
の
部
】
個
人
戦　
③
【
予

選
リ
ー
グ
敗
退
者
】
中
央
公
民
館
長

杯　
④
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
指
導
対
局　

▼
対
象
　
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童

お
よ
び
生
徒　
▼
参
加
無
料
　
▼
持

ち
物
　
昼
食　
▼
主
催
　
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
後
援
　
日
本
将
棋
連

盟
行
田
支
部　
▼
申
　
各
学
校
お
よ

び
同
館
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

第
31
回
行
田
市

少
年
少
女
将
棋
大
会

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
（
行
田
18
―

21
）　
▼
内
容
　
日
本
全
国
蔵
元
の

銘
酒
ラ
ベ
ル
や
酒
器
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
展
示

面め
ん

子こ

展

▼
日
時
　
1
月
11
日
㈬
〜
2
月
28
日

㈫
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　
▼
場
所
　
熊
谷
商

工
信
用
組
合
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
天

満
3
―
16
）　

▼
内
容
　
明
治
、
大

正
、
昭
和
時
代
の
子
ど
も
遊
び
の
人

気
物
、
め
ん
こ
な
ど
を
展
示
す
る

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

▼
予
選
開
催
日
時
・
場
所
　
①
12
月

23
日
㈮
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
・
ウ

エ
ス
タ
川
越
（
川
越
市
新
宿
町
1
―

17
―
17
）　
②
平
成
29
年
1
月
15
日

㈰
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

お
よ
び
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分
・
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ
（
さ
い
た

ま
市
大
宮
区
吉
敷
町
4
―
２
６
３

―
1
）　
③
平
成
29
年
1
月
21
日
㈯

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
・
秩
父
市

歴
史
文
化
伝
承
館
（
秩
父
市
熊
木

町
8
―
15
）　
▼
決
勝
開
催
日
時
・

場
所
　
平
成
29
年
2
月
26
日
㈰
午

第
5
回

埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
直
接
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
各
学
校
ま
た
は
同
館

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
５
７
６
０　

▼
問
　
同
館
☎
５
５
６
―
２
６
４
９

▼
日
時
　
12
月
18
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
宇
宙
戦
艦
ヤ

マ
ト
２
１
９
９
」「
ス
ノ
ー
マ
ジ
ッ
ク

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」「
津
軽
海
峡
冬
景

色
」
他　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　

行
田
市
民
吹
奏
楽
団　
▼
後
援
　
行

田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　

同
楽
団
青
木
☎
０
８
０
―
９
２
６
５

―
７
８
９
１

▼
日
時
　
12
月
20
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
　
佐
間
公
民

館　
▼
参
加
費
　
親
子
１
組
３
０
０

円
（
子
ど
も
が
１
人
増
す
ご
と
に

１
０
０
円
追
加
）　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
行
田　
▼
後

援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田
市

子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会　
▼
問
　

同
法
人
島
田
☎
５
５
６
―
７
７
６
５

第
６
回

冬
の
小
さ
な
音
楽
会

第
７
回　
子
育
て
サ
ロ
ン

ク
リ
ス
マ
ス
会

前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ア
リ
ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
8
）　
▼
出
題
内
容
　
歴

史
、
文
化
、
特
産
品
な
ど
埼
玉
県
に

関
す
る
こ
と　
▼
参
加
資
格
　
中
学

生
以
上
を
1
人
以
上
含
む
3
人
1
組

の
グ
ル
ー
プ
。
ま
た
は
全
員
が
小
学

4
年
生
以
上
で
あ
る
3
人
1
組
の
グ

ル
ー
プ
。　
▼
賞
品
　
優
勝
チ
ー
ム

に
は
台
湾
旅
行
、
上
位
入
賞
者
に
は

県
産
品
な
ど
。
参
加
者
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
あ
り
。　
▼
参
加
無
料
　
▼

主
催
　
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
実
行

委
員
会　

▼
そ
の
他
　
埼
玉
サ
イ

ク
ル
エ
キ
ス
ポ
２
０
１
７
と
同
時

開
催　
▼
申
　
①
は
12
月
13
日
㈫
ま

で
、
②
は
平
成
29
年
1
月
5
日
㈭
ま

で
、
③
は
平
成
29
年
1
月
11
日
㈬
ま

で
に
「
ち
ょ
こ
た
び
埼
玉
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
同

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用
紙
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
４
８
―
８
３
０
―

４
８
１
９
）
で
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定

戦
実
行
委
員
会
事
務
局
参
加
者
募

集
係
（
県
観
光
課
内
）。
詳
細
は
同

事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.sainokuni-kanko.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
同

課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
５
５

でかけませんか となりまち

■ ■ ■　北彩タウン情報　■ ■ ■
加須市 
第7回全国高等学校選抜クライミング選手権大会

▶日    時　 【開会式・予選】
　　　　　　12月24日㈯午前9時から
　　　　　　【準決勝・決勝】
　　　　　　25日㈰午前8時40分から
▶場    所　 加須市民体育館（加須市下三

俣590）
▶内    容　 全国各地から選抜された高校

生クライマーが「クライミン
グのまち」加須市に集結し、
2日間にわたって熱戦を繰り
広げます。

▶問い合わせ　同館☎0480―62―6123

羽生市 
第34回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参加者募集
▶日    時　 平成29年3月12日㈰午前9時30分から時差

スタート※雨天決行
▶場    所　 羽生中央公園陸上競技場（羽生市東9―1―1）
　　　　　　および市内コース
▶種目・定員　 ハーフ：2,000人、10㎞：1,000人、
　　　　　　5㎞：500人
　　　　　　※ 中学生・高校生はハーフの部への参加不可
　　　　　　※定員になり次第締め切り
▶参 加 費　 【一般】3,500円【高校生】1,500円【中学生】

1,000円
▶申し込み　 12月25日㈰まで※インターネットのみ
▶問い合わせ　 藍のまち羽生さわやかマラソン大会事務局（羽

生市体育館内）☎563―0150

広告広告
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【住民基本台帳人口】 行田市の人口と世帯 人口82,969人　男41,216人　女41,753人　世帯数34,193世帯

（平成28年11月1日現在） 10月中の異動　出生30人　転入等175人　死亡67人　転出等163人

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
25
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
内
容
　
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
【
１
部
】
お
話
し
と
音
楽

「
く
る
み
割
り
人
形
」「
お
菓
子
の
国

へ
の
旅
立
ち
」「
金
平
糖
の
お
ど
り
」

「
花
の
ワ
ル
ツ
」
他
【
２
部
】
ク
リ

ス
マ
ス
の
音
楽
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

「
さ
や
か
に
星
は
き
ら
め
き
」「
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
」
他　
▼
出
演
　

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
入
場
無
料
　

▼
そ
の
他
　
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
あ

り
ま
せ
ん
。
当
日
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。Ｎ

ｏ
ｅ
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
３
月
５
日
㈰
午
後
２
時
開

演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
出
演
　
Ｎ
ｏ
ｅ
（
本
市
出
身

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）　

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
料
　
５
０
０
円　
▼
チ
ケ
ッ

ト
取
り
扱
い
　
平
成
29
年
１
月
14
日

㈯
午
前
９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
で

発
売

古
代
蓮
会
館
迎
春
企
画

タ
ワ
ー
か
ら
み
ん
な
で
み
よ
う

「
初
日
の
出
」

▼
日
時
　
平
成
29
年
１
月
１
日
㈰
午

前
６
時
〜
９
時
（
入
館
受
け
付
け

は
午
前
８
時
30
分
ま
で
）　
▼
場
所
　

古
代
蓮
会
館　
▼
内
容
　
無
料
お
し

る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の
販
売
、
は

ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会
を
開

催
。
な
お
、
日
の
出
の
時
間
帯
（
午

前
６
時
〜
７
時
15
分
）
の
展
望
室
利

用
は
、
先
着
70
人
ま
で
に
限
る
。
※

当
日
、
受
け
付
け
時
に
整
理
券
を
配

布　

▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
は
無
料

同
窓
会
㏌
商
工
セ
ン
タ
ー

幹
事
さ
ん

　
昔
の
仲
間
と
楽
し
い
同
窓
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
か
。
商
工
セ
ン
タ
ー
職

員
が
同
窓
会
の
幹
事
さ
ん
を
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
対
象
　
同
窓
会
の
幹
事
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
方　
▼
応
募
資
格
　
市

内
小
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
25
歳
〜

39
歳
の
方　
▼
申
　
直
接
ま
た
は
電

話
で
商
工
セ
ン
タ
ー

門
井
球
場
整
備
作
業
・

施
設
管
理
業
務
ス
タ
ッ
フ

▼
勤
務
時
間
　【
月
〜
金
曜
日
】
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
【
土
・
日

曜
日
、
祝
日
】
午
前
６
時
30
分
〜
午

後
７
時
の
う
ち
８
時
間
（
週
２
〜
３

日
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
）　
▼

場
所
　
門
井
球
場　

▼
業
務
内
容
　

古
代
蓮
の
里　

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

〜
10
万
石
の
夜
景
〜

　
年
末
限
定
企
画
と
し
て
、
古
代
蓮

会
館
の
開
館
時
間
の
延
長
や
、
売
店

出
店
業
者
に
よ
る
特
別
販
売
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
展
望
室
か
ら
の
す
て

き
な
夜
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
12
月
17
日
㈯
〜
25
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
（
入
館
受
け

付
け
は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館　

▼
入
館
料
　

【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中
学

生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無

料　
▼
そ
の
他
　
同
館
休
憩
所
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
①
17
日
午
後
６
時

30
分
（
約
１
時
間
）
潮
崎
ひ
ろ
の
さ

ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト 

②
18
日
㈰
・

体
育
施
設
・
公
園
施
設
整
備
作
業
お

よ
び
施
設
管
理
業
務　

▼
応
募
資

格
　
健
康
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

所
持
し
て
い
る
方
で
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
可
能
な
方　
▼
募
集

人
数
　
２
人　
▼
時
給
　
８
５
０
円

（
試
用
期
間
あ
り
）　
▼
選
考
方
法
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼

申
　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参

の
上
、
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
直
接
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
ウ
ィ
ン
タ
ー

ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ

　
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

で
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
期
間
と
し
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
２
倍

と
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
た
方
に
は
無

料
利
用
券
（
１
回
分
）
を
進
呈
し
ま

す
。
新
規
登
録
者
講
習
会
を
受
講
し

た
方
や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
者
に
も
無
料
券

（
１
回
分
）
を
進
呈
し
ま
す
。　
▼

実
施
期
間
　
12
月
13
日
㈫
〜
28
日

㈬
（
26
日
㈪
は
休
館
）　
▼
利
用
時

間
　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

▼

対
象
　
高
校
生
以
上　

▼
利
用
料

金
　
４
０
０
円
（
障
害
者
手
帳
提
示

に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　
▼
そ
の

他
　
初
回
は
講
習
会
を
受
講
す
る
こ

と
（
直
接
ま
た
は
電
話
で
予
約
可
）

23
日
㈮
午
後
６
時
30
分
（
約
１
時

間
）
Ｎ
ｏ
ｅ
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト 

③
24
日
㈯
午
後
６
時
30
分
（
約

１
時
間
30
分
）
加
藤
栄
さ
ん
（
ハ
ー

モ
ニ
カ
奏
者
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト　

④
25
日
午
後
４
時
30
分
（
約
40
分
）

長
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト

古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
干
支
シ
リ
ー
ズ　
酉
〞

▼
日
時
　
12
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
講
師
　
佐
藤
孝
子
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　

▼
参
加

費
　
２
５
０
円
（
材
料
費
１
体
分
）　

▼
そ
の
他
　
別
途
、
古
代
蓮
会
館

入
館
料
が
掛
か
り
ま
す
。【
大
人
】

４
０
０
円
【
小
・
中
学
生
】
２
０
０

円
※
未
就
学
児
は
無
料　
▼
申
　
開

催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

紙ねん土細工の作例

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

▼
日
時
　
12
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時
30
分　
▼
場
所
　
熊
谷
市
立
文

化
セ
ン
タ
ー
文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
熊

谷
市
桜
木
町
２
―
33
―
２
）　
▼
内

容
　【
午
後
1
時
】
地
域
ふ
れ
あ
い

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
【
午
後

２
時
】
内
海
久
美
子
さ
ん
（
砂
川
市

立
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
る
講
演
「
み
ん

な
で
、
そ
し
て
あ
な
た
の
手
で
支

え
合
お
う
認
知
症
」　
▼
入
場
無
料
　

▼
後
援
　
行
田
市　
▼
問
　
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
西
熊
谷
病
院
☎

５
９
９
―
０
９
３
０
（
月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

▼
日
時
　
１
月
18
日
、
２
月
１
日
・

15
日
、
３
月
１
日
・
15
日
の
水
曜
日

（
全
５
回
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

▼
場
所
　
南
河
原
隣
保
館　

▼
内
容
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
バ
ッ
グ
を

製
作
す
る
（
初
心
者
向
け
）　
▼
講

師
　
林
節
子
さ
ん　
▼
定
員
　
16
人　

▼
参
加
費
　
３
千
５
０
０
円　
▼
申

・
問
　
同
館
☎
５
５
７
―
３
３
３
４

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

「 

認
知
症
の
人
と
介
護
者
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
街
づ
く
り
」

ハ
ワ
イ
ア
ン
キ
ル
ト
教
室

▼
日
時
　
平
成
29
年
1
月
21
日
㈯
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
1
時　
▼
場
所
　

「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼

内
容
　
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
ウ

レ
タ
ン
製
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を

使
っ
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
形
式
の
ゲ
ー

ム　
▼
対
象
　
小
学
生
以
上　
▼
募

集
チ
ー
ム
　
24
チ
ー
ム（
先
着
順
）※

１
チ
ー
ム
は
12
人
〜
15
人
で
監
督
は

成
人
と
す
る　
▼
参
加
費
　
１
人
に

つ
き
２
０
０
円
（
保
険
代
・
参
加
賞
な

ど
）　
▼
主
催
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

申
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
配
布
し
て
い

る
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
平
成
29
年
1
月
10
日
㈫
午
後

5
時
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
同
課　

▼
問
　
同
課
☎
５
５
６
―
８
３
３
６

▼
日
時
　
平
成
29
年
１
月
６
日
㈮
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）
▼
場
所
　
市
役
所
正

第
3
回
行
田
市
ふ
れ
あ
い

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

そ 

の 

他

献
血

面
玄
関
前　
▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
方
）　

▼
問
　
埼
玉

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８

―
７
２
０
―
８
０
０
９

▼
日
時
　
平
成
29
年
1
月
13
日
㈮
・

20
日
㈮
、
2
月
3
日
㈮
・
10
日
㈮
・

17
日
㈮
、
3
月
4
日
㈯
・
10
日
㈮
・

17
日
㈮
・
24
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
3
研
修
室　

▼
内
容
　
有
酸
素
運
動
を
行
い
な
が

ら
、
計
算
、
し
り
と
り
、
そ
の
他
認

知
課
題
を
行
い
、
運
動
に
よ
る
体
の

健
康
を
促
す
と
同
時
に
、
脳
の
活
動

を
活
発
に
す
る
機
会
を
増
や
し
、
認

知
機
能
向
上
を
促
す
。　

▼
対
象
　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

方
（
医
師
か
ら
運
動
が
制
限
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
事
前
に
主
治
医
に
確

認
の
こ
と
）　

▼
定
員
　
20
人
（
先

着
順
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

筆
記
用
具
、
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
運

動
し
や
す
い
服
装
、
飲
み
物　
▼
申

・
問
　
12
月
16
日
㈮
午
前
9
時
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

講
座
・
講
演
会
・
教
室

高
齢
者
脳
ト
レ
体
操
教
室

広告広告



　
判
物
と
は
、
武
家
文
書
の
う
ち
作
成
者
の
花
押
を

据
え
た
、
書
状
以
外
の
文
書
の
こ
と
で
す
。
上
位
者

か
ら
下
位
者
に
対
し
て
、
主
に
命
令
を
伝
え
る
時
や
、

土
地
の
給
与
や
安
堵
、
権
利
の
承
認
な
ど
を
証
明

す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
書
状
の
本
文
の
末

尾
は
「
恐
き
ょ
う

々き
ょ
う

謹き
ん

言げ
ん

」
な
ど
で
終
わ
る
の
に
対
し
て
、

判
物
は
「
・
・
者も
の

也な
り

、
仍
よ
っ
て
く
だ
ん
の如

件ご
と
し」

な
ど
で
終
わ
る

場
合
が
多
く
、
書
状
は
月
日
ま
た
は
日
の
み
で
年
号

が
書
か
れ
ま
せ
ん
が
、
判
物
は
年
号
が
書
か
れ
る
場

合
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
判
物
は
、
天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
12
月
に
、

忍
城
主
成
田
氏
長
か
ら
家

臣
の
栗
原
大
学
助
に
宛
て

た
も
の
で
す
。
現
在
の
行

田
市
門
井
の
中
で
、
田
5

町
9
反
60
歩
（
貫
高
17

貫
７
５
０
文
）
と
、
畠
1

町
5
反
（
同
2
貫
２
５
０

文
）
の
合
計
20
貫
文
の
土

地
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
貫
高
と
は
、

土
地
の
面
積
に
一
定
の
銭

の
数
値
を
掛
け
て
出
し
た

も
の
で
、
農
民
の
年
貢
や

諸
役
、
家
臣
の
軍
役
負
担

の
算
定
の
基
準
と
な
り
ま

し
た
。
栗
原
氏
も
こ
の
貫
高
に
基
づ
い
て
、
成
田
氏

に
対
し
て
合
戦
の
時
の
軍
役
を
務
め
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
成
田
氏
が
従
属
し
て
い
た
小
田
原
北
条
氏
の
貫
高

の
算
出
に
は
、
田
1
反
に
つ
き
５
０
０
文
、
畠
は
1

反
に
つ
き
１
６
５
文
と
い
う
数
字
が
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
成
田
氏
で
は
、
こ
の
判
物
か
ら

分
か
る
よ
う
に
、
田
1
反
に
つ
き
約
３
０
０
文
、
畠

は
1
反
に
つ
き
１
５
０
文
に
よ
る
算
出
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
成
田
領
に
お
け
る
農
民
の
年
貢

や
家
臣
の
負
担
が
、
他
の
地
域
の
北
条
氏
の
領
国
よ

り
少
な
く
、
北
条
氏
の
従
属
下
に

あ
っ
て
も
成
田
氏
は
独
自
の
領
域

支
配
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
判
物
が
発
給
さ
れ
た
7
カ

月
後
に
、
成
田
氏
は
豊
臣
軍
に
降

伏
し
忍
城
を
退
出
し
ま
し
た
。
栗

原
氏
は
そ
の
ま
ま
自
分
の
領
地
に

残
り
、
江
戸
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
資
料
は
、
同
じ
日
付
で
栗
原

氏
に
出
さ
れ
た
も
う
一
通
の
判
物

と
と
も
に
、
成
田
氏
の
領
域
支
配

の
数
少
な
い
手
掛
り
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞
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収
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田 
氏 
長 
判は

ん 

物も
つ 

個
人
蔵
　
市
指
定
文
化
財

　11月10日、市内全小・中学校の給食で「行田在来青大豆
ヨーグルト」が提供されました。

　これは、行田在来青大豆粉プロジェクトの一環で、商品化に向けて試作さ
れたもの。北小学校の1年2組の児童たちは、初めて口にする青大豆粉を使
用したヨーグルトに「おいしい」と笑顔を見せていました。

　昭
しょう

和
わ

58年
ねん

にオープンした障
しょう

害
がい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

センターは市
し

内
ない

でも歴
れき

史
し

のある
福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

だよ。
　現

げん

在
ざい

は22歳
さい

から53歳
さい

までの8人
にん

が利
り

用
よう

していて、プラスチックのバリ
取
と

りやお線
せん

香
こう

を入
い

れる箱
はこ

の組
く

み立
た

て、チラシ広
こう

告
こく

や衣
い

類
るい

の袋
ふくろ

詰
づ

めなどの
軽
けい

作
さ

業
ぎょう

に取
と

り組
く

んでいるよ。作
さ

業
ぎょう

の他
ほか

にも敷
しき

地
ち

内
ない

の菜
さい

園
えん

で野
や

菜
さい

を育
そだ

て
たり、当

とう

番
ばん

制
せい

の日
にっ

直
ちょく

活
かつ

動
どう

をしたりとさまざまな活
かつ

動
どう

を通
つう

じて、社
しゃ

会
かい

の一
いち

員
いん

として活
かつ

躍
やく

できるようがんばっているんだ。
　利

り

用
よう

者
しゃ

のみんなはとても仲
なか

が良
よ

くて、クリスマス会
かい

や旅
りょ

行
こう

などのイベ
ントも楽

たの

しみにしているんだって。笑
え

顔
がお

の絶
た

えないセンターが好
す

きだと
話
はな

してくれたよ。
　今

こん

月
げつ

で「こぜにちゃんが行
い

く！withフラべぇ 福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

編
へん

」はいったん
終
しゅう

了
りょう

。これまでたくさんの施
し

設
せつ

を紹
しょう

介
かい

したけど、読
よ

んでいるみんなが福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

について理
り

解
かい

を深
ふか

めるきっかけになってくれたらうれしいな。

【住所】栄町20―39　【電話番号】553―2181

のある

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!
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行
ぎょう

田
だ

市
し

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

福
ふ く

祉
し

センター
（運営：行田市）

成田氏長判物


